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50年の 軌跡 

苅田町合併50周年企画 

50thKANDA

第2回

1957年

農繁期に少年パトロール
この頃から、農家が留守がちになる春と秋の農繁期に、白川小学校

の子どもたちが、防犯パトロールを始めた。子どもたちは土・日曜日
や家事手伝いのため学校が休みになる農繁休校日に、地区ごとに集ま
って10数人のグループに分かれ、少年パトロールの腕章をつけ、幟
を持って、それぞれの受け持ち地区をまわり、戸締まりの悪い家がな
いか、怪しい人がいないかと防犯に務めた。
このパトロールは、昭和40年代後半まで続けられた。（写真は昭和
41年撮影）

（昭和32年）
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投
票
日
時

●
投
票
日
　
７
月
11
日
（
日
）

●
投
票
で
き
る
時
間
　
午
前
７
時
〜
午
後
８

時投
票
用
紙

●
一
般
投
票
用
紙

選
挙
区
＝
薄
い
黄
色

比
例
代
表
＝
白
色

●
点
字
投
票
用
紙

選
挙
区
＝
薄
黄
色

比
例
代
表
＝
白
色

●
船
員
不
在
者
投
票
用
紙

選
挙
区
＝
鶯
（
う
ぐ
い
す
）
色

比
例
代
表
＝
鶯
（
う
ぐ
い
す
）
色

今
回
投
票
で
き
る
人
は

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は
投
票
日

の
当
日
、
選
挙
権
が
あ
っ
て
、
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

転
入
者
は

苅
田
町
に
転
入
届
を
出
し
た
日
（
平
成
16

年
３
月
23
日
以
前
）
か
ら
引
き
続
き
３
か
月

以
上
住
ん
で
い
る
（
住
民
基
本
台
帳
に
載
っ

て
い
る
）
人

開
票

●
日
時
　
７
月
11
日
（
日
）
午
後
９
時
〜

●
場
所
　
苅
田
町
総
合
体
育
館

不
在
者
投
票
・
期
日
前
投
票

●
期
間
　
６
月
25
日
〜
７
月
10
日

●
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

●
場
所
　
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
苅

田
町
役
場
４
階
大
会
議
室
）

投
票
の
順
序

投
票
の
順
序
は
、
先
に
選
挙
区
の
投
票
を

行
い
、
次
に
比
例
代
表
の
投
票
を
行
い
ま
す
。

比
例
代
表
の
投
票

非
拘
束
名
簿
式
比
例
代
表
制
の
導
入
に
伴

い
、
比
例
代
表
の
投
票
に
つ
い
て
は
、
有
権

者
は
、
候
補
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
候
補
者

の
氏
名
ま
た
は
政
党
名
を
書
い
て
投
票
し
ま

す
。

投
票
所

※
平
成
16
年
６
月
15
日
ま
で
に
町
内
の
他
の

投
票
区
に
転
居
さ
れ
た
人
は
、
新
住
所
地
の

投
票
区
で
、
６
月
16
日
以
後
に
転
居
さ
れ
た

人
は
旧
住
所
地
の
投
票
区
で
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。

※
投
票
区
と
投
票
所
は
４
〜
５
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
投
票
所
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

一
票
は
　
未
来
を
動
か
す
　
第
一
歩

一
票
は
　
未
来
を
動
か
す
　
第
一
歩

選挙に関するお問い合わせは、苅田町選挙管理委員会事務局（総務課内　TEL093・434・1112）へ。
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選
挙
人
本
人
が
選
挙
期
日
前
で
も
投
票
用

紙
を
直
接
投
票
箱
に
投
票
で
き
ま
す
。

ま
た
、
選
挙
期
日
前
の
投
票
手
続
き
が
大

幅
に
簡
素
化
さ
れ
、
従
来
の
不
在
者
投
票
の

よ
う
に
、
投
票
用
紙
を
封
筒
に
入
れ
て
、
そ

れ
に
署
名
を
す
る
と
い
っ
た
手
続
き
が
不
要

に
な
り
、
投
票
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

期
日
前
投
票
制
度
の
あ
ら
ま
し

●
対
象
と
な
る
投
票
　
名
簿
登
録
地
の
市
区

町
村
で
行
う
投
票

●
投
票
期
間

選
挙
期
日
の
公
示
日
又
は
告
示
日
の
翌
日

か
ら
選
挙
期
日
の
前
日
ま
で

●
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
者

選
挙
期
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、

冠
婚
葬
祭
等
の
用
務
が
あ
る
な
ど
一
定
の
事

由
（
従
来
の
不
在
者
投
票
事
由
）
に
該
当
す

る
と
見
込
ま
れ
る
者

※
投
票
の
際
に
は
、
従
来
の
不
在
者
投
票
と

同
じ
く
、
宣
誓
書
に
列
記
さ
れ
て
い
る
一
定

の
事
由
（
従
来
の
不
在
者
投
票
事
由
に
同
じ
）

の
中
か
ら
、
自
分
が
該
当
す
る
も
の
を
選
択

し
ま
す
。

●
投
票
場
所

期
日
前
投
票
所

※
期
日
前
投
票
所
は
、
各
市
区
町
村
に
１

箇
所
以
上
設
け
ら
れ
ま
す
。（
苅
田
町
で
は
　
　

役
場
４
階
会
議
室
）

●
投
票
時
間
　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８

時
ま
で

従
来
の
不
在
者
投
票
は

ア
　
名
簿
登
録
地
の
市
区
町
村
に
お
け
る
不

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
選
挙
人
で
、
自
ら
投
票
の
記
載
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
し
て
定
め
ら

れ
た
次
の
（
１
）
又
は
（
２
）
に
該
当
す
る

方
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
区
町
村
の
選
挙
管
理

委
員
会
の
委
員
長
に
届
出
た
者
（
選
挙
権
を

有
す
る
者
に
限
る
。）
に
投
票
に
関
す
る
記

載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

（
１
）
身
体
障
害
者
福
祉
法
上
の
身
体
障
害

者
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
に
上
肢
又
は
視
覚

の
障
害
の
程
度
が
１
級
で
あ
る
者
と
し
て
記

載
さ
れ
て
い
る
者

（
２
）
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
上
の
戦
傷
病

者
で
戦
傷
病
者
手
帳
に
上
肢
又
は
視
覚
の
障

害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
間
で

で
あ
る
者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
者

代
理
記
載
の
方
法
に
よ
る
投
票
を
行
う
た

め
に
は
、
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
申
請

に
加
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
郵
便
等
投
票
証

明
書
に
代
理
記
載
の
方
法
に
よ
る
投
票
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
る
旨
の
記
載
を
う

け
、
選
挙
人
に
代
わ
っ
て
投
票
に
関
す
る
記

載
を
行
う
「
代
理
記
載
人
」
と
な
る
べ
き
者

を
届
け
出
る
手
続
き
を
行
っ
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
手
続
は
同
時
に
行
う

こ
と
が
可
能
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
TEL
０
９
３
・
４
３
４
・
１
１
１
２
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

代
理
記
載
制
度

対
象
者
が
拡
大

郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票
で

郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票
で

が
創
設
さ
れ
ま
し
た

さ
れ
ま
し
た

介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
、
介
護
保

険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護
状
態
区
分
が
要

介
護
５
で
あ
る
者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る

方
が
、
新
た
に
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
投
票
の
際
に
は
「
郵
便
等
投
票
証

明
書
」
が
必
ず
必
要
と
な
り
ま
す
。
事
前
に
、

選
挙
期
日
前
で
も
、

投
票
箱
に
直
接

投
票
で
き
ま
す

投
票
に
先
立
っ
て
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付

を
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
　
TEL
０
９

３
・
４
３
４
・
１
１
１
２
）
に
忘
れ
ず
に
申

請
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

在
者
投
票
は
、
原
則
期
日
前
投
票
に
移
行
し

ま
す
。

イ
　
名
簿
登
録
地
の
市
区
町
村
以
外
の
市
区

町
村
や
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
お
け
る

不
在
者
投
票
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
行

わ
れ
ま
す
。

従
来
の
不
在
者
投
票
に
か
わ
っ
て

「
期
日
前
投
票
制
度
」
が
で
き
ま
し
た
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該当する投票区を確認してください　　 
 

投票区 
 

投票所施設の名称 
 

区　　　　名 
 

第１投票区 
 

北公民館 
 

雨窪､若久二、若久、松山、松原 
 

第２投票区 
 

苅田小学校体育館 
 

西町、本町、中町、長畑、幸町 
 

第３投票区 
 

京町（浜町）公民館 
 

上町、提、浜町、港 
 

第４投票区 
 

南原小学校体育館 
 

馬場、南原 
 

第５投票区 
 

総合福祉会館 
 

集、城南、尾倉、桜ヶ丘、近衛ヶ丘 
 

第６投票区 
 

与原小学校体育館 
 

与原上、与原下、白石、二崎 
 

第７投票区 
 

小波瀬コミュニティセンター 
 

新津、百合ヶ丘、緑ヶ丘､今古賀、小波瀬 
 

第８投票区 
 

片島小学校体育館 
 

猪熊、木ノ元、浄土院、片島、岡崎 
 

第９投票区 
 

西部公民館 
 

葛川、稲光、稲光上、八田山、山口、北谷、本谷、谷、 
 法正寺、黒添、鋤崎 

投票所 
 

Ｊ 
Ｒ 
小 
波 
瀬   

西 
工 
大 
前 
駅   

西日本工業大学 
 

大 熊 公 園  
 

新 津 中 学  
 

小 
波 
瀬   

コ 
ミ 
ュ 
ニ 
テ 
イ 
セ 
ン 
タ 
ー   

至 　 国 道 10号 線  

第 7
投 票 所  

 

北九州保育福祉 
 専門学校 
 

JA倉庫 
 

片島小学校 
 

小 波 瀬 川  
 

至 小 波 瀬 西 工 大 前 駅  
 

至 白 川  
 

第 8
投 票 所  

 

白川郵便局 
 JA

白川駐在所 
 

白川小学校 
 

稲光公民館 
 

西部公民館 
 

至 　 谷  
 

至 　 片 島  

第 9
投 票 所  

 

投票 に 
行こう！ 

投票区別 投票所案内 

※片島小学校体育館は今回 、 バリアフリー化しました 。 
車椅子の方も安心して投票していただけます 。 
（ 詳しくは次号でお知らせします 。 ） 
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若 久 保 育 所  
 

若 久 簡 易 郵 便 局  
 
若 久 区 集 会 所  

 

若 
久 
公 
園   

北 公 民 館  
 

国道10号線 
 

至北九州市 
 

至行橋市 
 

第 １  
 投 票 所  
 

県 
営 
幸 
町 
団 
地   

苅 田 小 学 校  
 

重 見 医 院  
 桑 原 医 院  

 

国 
道 
　 
号 
線   

10

第 2
投 票 所  

 

至 
北 
九 
州 
市   

至 
行 
橋 
市   

 

福 
岡 
銀 
行   

マ 
ル 
シ 
ョ 
ク   

ファミリーマート 
 

村 
尾 
外 
科   

京町公民館 
 

苅 
田 
駅   

国 
道 
　 
号 
線   

10

至 
北 
九 
州 
市   

至 
行 
橋 
市   

第 3
投 票 所  

 

 
 
南 原 文 化 セ ン タ －  

 

松 竜 ビ ル  
 

苅 田 郵 便 局  
 

苅 田 町 役 場  
 

図 書 館  
 

南 原 小 学 校  
 

国 
道 
　 
号 
線   

10

至 
北 
九 
州 
市   

至 
行 
橋 
市   

第 4
投 票 所  

 

尾 倉 区 公 民 館  
 

パ チ ン コ  
 

尾 倉 す み れ  
 幼 稚 園  

 

総 
合 
福 
祉 
会 
館   

国 
道 
　 
号 
線   

10

至 
北 
九 
州 
市   

至 
行 
橋 
市   

第 5
投 票 所  

 

大熊公園 
 

さかえ屋 
 

正視堂 
  
 

小波瀬交番 
 松延歯科 

 

与原小学校 
 

国 
道 
　 
号 
線   

10

至 
北 
九 
州 
市   

至 
行 
橋 
市   

第 6
投 票 所  
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本
日
こ
こ
に
、
６
月
定
例
議
会
を
招
集
い

た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
様
に
は
、

ご
多
忙
の
な
か
ご
出
席
を
い
た
だ
き
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
お
許
し
を
得
ま

し
て
町
政
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
　
町
づ
く
り

３
月
議
会
で
も
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
平
成
16
年
度
は
本
町
が
「
自
立
に

向
け
た
町
づ
く
り
」
を
進
め
る
上
で
大
変
重

要
な
年
で
あ
り
ま
す
。

自
立
の
た
め
の
重
要
な
諸
施
策
に
つ
い
て

は
「
目
に
見
え
る
形
で
」「
確
実
に
」
実
現

し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
ま
す
重
要

な
諸
施
策
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

〇
ま
ず
、「
町
民
と
の
協
働
に
よ
る
町
づ
く

り
」
の
推
進
に
つ
い
て
で
す
。

行
政
と
町
民
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
つ

つ
、
地
域
の
活
性
化
を
地
域
に
住
ん
で
い
る

町
民
が
自
ら
行
う
事
業
と
し
て
、
昨
年
12
月

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
支
援
事
業
」

を
設
立
し
、
議
会
の
承
認
を
得
て
、
区
長
連

合
会
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
の
取
り
組
み
状
況
で
す
が
、
与
原
校

区
で
活
性
化
委
員
会
設
立
の
準
備
が
進
ん
で

い
ま
す
。
さ
る
５
月
21
日
に
は
、
校
区
に
住

む
住
民
の
皆
さ
ん
と
、
担
当
の
町
職
員
が
実

際
に
校
区
内
の
街
歩
き
を
行
い
、
校
区
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
事
業
の
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

具
体
的
な
事
業
の
内
容
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
ら
、
議
会
に
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
他
校
区
に
つ
き
ま
し
て
も
校
区

内
に
活
性
化
委
員
会
の
設
置
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

〇
次
に
、
情
報
公
開
に
つ
い
て
で
す
。

「
自
立
に
向
け
た
町
づ
く
り
」
に
お
い
て
、

町
民
と
の
協
働
に
よ
る
町
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
町
民
と
の
信

頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
積
極
的
な
情
報
公
開
が
不

可
欠
で
あ
り
、
そ
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
、

町
民
の
皆
様
に
本
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
重

要
な
施
策
や
課
題
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
様

と
語
り
合
う
懇
談
会
「
町
長
と
語
ろ
う
、
か

ん
だ
・
み
ら
い
ト
ー
ク
」
を
７
月
か
ら
開
催

す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
町
内
６
つ
の
小
学
校
区
単
位
で
開

催
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
皆
様
へ
の
最
新
の
情
報
の

提
供
と
い
う
こ
と
で
、
５
月
14
日
に
苅
田
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
と
内
容
を

一
新
い
た
し
ま
し
た
。

新
北
九
州
空
港
・
東
九
州
自
動
車
道
の
進

捗
状
況
、
そ
し
て
苅
田
臨
空
産
業
団
地
の
分

譲
案
内
な
ど
町
の
重
要
な
施
策
に
つ
い
て
、

特
別
に
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
取
り
組
み
状
況

な
ど
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

ご
存
知
の
よ
う
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
町

の
情
報
を
全
国
に
発
信
す
る
大
き
な
媒
体
で

あ
り
、
開
設
以
来
９
万
件
近
い
ア
ク
セ
ス
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
解
か
り
や
す
く
、
親
し
み

や
す
い
内
容
の
充
実
に
努
め
、
最
新
の
町
の

情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

「
町
民
と
の
協
働
に
よ
る
町
づ
く
り
」
を
推
進

「
住
民
満
足
度
調
査
」
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

▲苅田町の公式ホームページ
http://www.town.kanda.lg.jp

町議会平成16年6月定例会開会日の6月4日、伊塚工町長は次のように
町政報告を行いました。
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〇
次
に
、
第
３
次
苅
田
町
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
で
す
。

第
３
次
苅
田
町
総
合
計
画
は
本
町
の
町
づ

く
り
の
基
本
と
な
る
上
位
計
画
で
あ
り
、
平

成
13
年
度
か
ら
５
か
年
の
町
づ
く
り
の
指
針

を
示
し
た
前
期
基
本
計
画
が
来
年
度
終
了
い

た
し
ま
す
。

17
年
度
に
は
後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
向

け
て
具
体
的
な
作
業
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
そ
の
前
に
前
期
基
本
計
画
の
評
価
に

つ
い
て
町
民
の
皆
様
に
「
住
民
満
足
度
調
査
」

と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

「
住
民
満
足
度
調
査
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

第
２
次
行
政
改
革
の
推
進
項
目
で
も
あ
り
ま

す
の
で
早
急
に
実
施
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
18
年
度
か
ら
22
年
度
ま
で
の
後
期
基
本
計

画
の
策
定
に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

現
在
、
総
合
政
策
課
で
設
問
内
容
に
つ
い

て
検
討
し
て
お
り
、
６
月
中
に
は
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
公
表
い
た

し
ま
す
。

２
　
行
政
改
革

次
に
、「
第
２
次
行
政
改
革
」
に
つ
い
て

で
す
。

第
２
次
行
政
改
革
は
「
自
立
に
向
け
た
町

づ
く
り
」
の
た
め
に
確
実
に
実
行
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
34
の
推
進
項
目

に
つ
い
て
常
に
実
施
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な

が
ら
フ
ォ
ロ
ー
し
て
ま
い
り
ま
す
。

未
実
施
項
目
に
つ
い
て
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、
目
標
を
達
成
す
る
よ
う
厳
し
く
指
示

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
実
施
状
況
に
つ
き
ま

し
て
は
、
９
月
議
会
前
に
は
、
議
会
の
皆
様

に
ご
報
告
す
る
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
第
２
次
行
政
改
革
と
は
別
に
、
各

部
に
対
し
19
項
目
に
わ
た
る
総
合
的
な
政
策

課
題
を
与
え
、
目
標
年
次
の
設
定
や
実
施
に

到
る
ま
で
の
取
り
組
み
経
過
報
告
の
義
務
付

け
な
ど
を
行
う
な
ど
、「
自
立
に
向
け
た
町

づ
く
り
」
を
さ
ら
に
徹
底
し
て
取
り
組
む
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

３
　
合
併
50
周
年
記
念
事
業

次
に
、
合
併
50
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

で
す
。

ご
存
知
の
よ
う
に
平
成
17
年
１
月
１
日
、

苅
田
町
は
合
併
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

そ
こ
で
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
合
併
50
周

年
を
祝
い
、
50
年
間
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

町
の
将
来
の
あ
り
方
を
考
え
る
こ
と
を
基
本

と
し
た
事
業
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
な
行
事
内
容
、
町
民
参
画
の
体
制

づ
く
り
に
つ
い
て
は
ま
だ
検
討
段
階
で
す

が
、
合
併
50
周
年
の
主
な
記
念
事
業
と
し
て
、

記
念
式
典
、
記
念
誌
の
発
行
な
ど
の
特
別
事

業
、
例
年
実
施
し
て
い
る
事
業
に
合
併
50
周

年
の
冠
を
つ
け
る
冠
事
業
、
そ
し
て
、
町
民

の
自
主
的
な
企
画
、
取
り
組
み
を
支
援
す
る

町
民
企
画
事
業
の
三
つ
の
事
業
を
柱
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
が
、
既
に
４

月
の
広
報
か
ん
だ
で
町
民
の
ア
イ
デ
ア
の
募

集
、
実
行
委
員
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
早
急
に
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
町
民
の
参
画
や
産

学
官
と
の
協
働
体
制
に
向
け
て
検
討
を
始

め
、
本
格
的
な
作
業
に
入
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

こ
の
合
併
50
周
年
は
苅
田
町
に
と
り
ま
し

て
大
変
大
き
な
節
目
と
な
り
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
様
の
記
憶
に
残
る
記
念
事
業
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
全
町
あ
げ
て
の
取
り
組
み

第２次行政改革　34の推進項目

１　町民参画システムづくりの構築

２　行政情報の積極的な公開

３　行政手続の公正の確保

４　監査機能の充実強化

５　ボランティア・NPOの育成・支援

６　民間活力の積極的な導入

７　町主導のイベントの見直し

８　窓口サービスの充実

９　情報化の推進による町民サービスの向上

10   町民満足度の向上

11   補助金の見直し及び削減

12   公共工事のコスト削減

13   町税等の徴収率の向上

14   各種手数料・使用料の見直し

15   新税等の導入の検討

16   ISOシリーズの取得

17   文書管理システム等の導入

18   組織・機構の再編

19   消防業務の広域再編

20   出張所の見直し

21   職員配置の適正化

22   勤務体制の見直し

23   職員の能力開発、人事交流の推進

24   人材の育成・活用の推進

25   図書館の管理運営の見直し

26   公民館の管理運営の見直し

27   総合保健福祉センターの管理運営の見直し

28   総合体育館の管理運営の見直し

29   給食センター職員配置の見直し

30   社会福祉協議会の見直し

31   苅田町土地開発公社の見直し

32   苅田エコプラントの見直し

33   行政評価システムの導入

34   公共事業再評価システムの導入

19項目の政策課題

１　施設の禁煙

２　コミュニティバス

３　滞納対策

４　公共工事費の削減

５　地域コミュニティづくり

６　総合的少子化対策

７　総合的低所得者対策

８　合併５０周年準備

９　産・学・官の連携

10   国際交流センターの立ち上げ

11   町民への「お知らせ」の徹底推進

12   第２次行政改革の推進

13   拠点都市整備事業の推進

14   下水道事業の見直し

15   水源対策

16   医療費の削減

17   教育改革

18   生涯学習の推進

19   図書館の改革
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と
い
た
し
た
く
、
町
内
各
界
各
層
の
諸
団
体

を
は
じ
め
、
議
会
の
皆
様
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら

進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

４
　
化
学
弾
の
処
理

次
に
、
化
学
弾
の
処
理
に
つ
い
て
で
す
。

３
月
議
会
に
お
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
よ
う
に
２
月
18
日
に
「
苅
田
港
の
環
境

調
査
」
の
受
け
入
れ
表
明
を
行
っ
た
後
、
こ

の
環
境
調
査
が
行
わ
れ
た
結
果
、
防
衛
庁
よ

り
「
化
学
弾
の
内
容
物
で
あ
る
化
学
剤
に
よ

る
水
質
、
土
質
に
影
響
は
全
く
認
め
ら
れ
な

い
」
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
の
で
、「
広

報
か
ん
だ
」
で
苅
田
港
の
安
全
宣
言
を
行
う

と
と
も
に
、
早
期
処
理
の
観
点
か
ら
苅
田
町

内
で
の
「
化
学
弾
の
無
害
化
処
理
施
設
建
設
」

の
受
け
入
れ
を
３
月
15
日
に
表
明
い
た
し
ま

し
た
。

こ
の
間
の
町
民
、
議
会
、
苅
田
町
漁
業
協

同
組
合
そ
し
て
苅
田
町
内
企
業
の
皆
様
方
の

ご
理
解
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。現

在
の
状
況
で
す
が
、
新
松
山
地
区
に
処

理
施
設
を
建
設
す
る
た
め
の
桟
橋
を
建
設
中

で
、
９
月
ま
で
に
無
害
化
施
設
処
理
施
設
が

完
成
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
６
月
10
日
か
ら
６
月
末
ま
で
の
間
、

本
港
に
海
上
自
衛
隊
艦
船
が
接
岸
し
、
海
中

作
業
の
現
地
調
査
を
実
施
す
る
予
定
に
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
処
理
に
際
し
、
安
全
に
行
わ
れ

る
こ
と
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る

苅
田
港
の
安
全
を
目
指
し
、
未
探
査
区
域
の

探
査
と
発
見
さ
れ
た
場
合
の
早
期
処
理
に
つ

い
て
、
国
、
県
に
要
望
を
続
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

５
　
大
型
事
業
の
進
捗

〇
ま
ず
、
新
北
九
州
空
港
建
設
に
つ
い
て
で

す
。さ

る
４
月
５
日
に
北
九
州
市
に
お
い
て
、

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
長
、
国
土
交

通
省
大
阪
航
空
局
長
、
福
岡
県
知
事
、
北
九

州
市
長
、
苅
田
町
長
に
よ
る
新
北
九
州
空
港

整
備
に
関
す
る
五
者
会
談
が
開
か
れ
ま
し

た
。会

談
で
は
平
成
17
年
10
月
の
開
港
を
目
指

し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
台

工
事
が
進
む
空
港
連
絡
橋

▲化学弾処理関連の工事
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風
被
害
で
東
側
護
岸
が
倒
壊
し
、
約
１
年
半

の
工
期
の
遅
れ
が
生
じ
、
短
縮
努
力
の
結
果

約
半
年
遅
れ
の
平
成
18
年
３
月
末
の
開
港
と

な
る
見
込
み
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
当
初

総
事
業
費
を
９
８
０
億
円
と
し
て
工
事
が
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
工
期
の
遅
れ
を
取

り
戻
す
た
め
約
40
億
円
増
額
し
、
総
事
業
費

が
約
１
０
２
０
億
円
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
の

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

実
際
の
工
事
状
況
に
つ
い
て
で
す
が
、
い

よ
い
よ
16
年
度
か
ら
空
港
の
基
本
施
設
で
あ

る
滑
走
路
、
誘
導
路
、
エ
プ
ロ
ン
等
の
建
設

工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
の
建
設
も
総
事
業
費
約
45
億
円
を
見
込

み
、
平
成
18
年
１
月
の
完
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

空
港
開
港
が
約
半
年
遅
れ
る
こ
と
は
残
念

で
す
が
、
18
年
３
月
開
港
に
向
け
て
こ
の
よ

う
に
空
港
の
基
本
施
設
や
主
要
施
設
も
着
実

に
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
開
港
を
視

野
に
入
れ
た
町
づ
く
り
を
今
後
も
積
極
的
に

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〇
次
に
、
東
九
州
自
動
車
道
に
つ
い
て
で
す
。

（
仮
称
）
小
倉
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
苅
田

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
間
、
約
８
・
２
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４
月

末
現
在
35
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
の
進
捗
率
で
、

こ
の
内
、
苅
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
み
の

進
捗
率
は
45
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

16
年
度
中
に
は
土
工
事
が
完
成
す
る
予
定

で
、
17
年
度
に
は
舗
装
・
植
栽
等
の
工
事
に

着
手
し
、
17
年
度
末
完
成
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

苅
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
南
側
の
提

か
ら
集
ま
で
の
４
地
区
は
、
現
在
用
地
交
渉

が
行
わ
れ
て
お
り
、
４
月
末
現
在
で
約
75
パ

ー
セ
ン
ト
の
用
地
取
得
率
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
片
島
・
岡
崎
地
区
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
設
計
協
議
用
図
面
を
作
成
し
て
お

り
、
準
備
が
出
来
次
第
、
協
議
に
入
る
予
定

で
す
。

事
業
主
体
で
あ
り
ま
す
日
本
道
路
公
団

は
、
平
成
17
年
度
に
新
会
社
へ
移
行
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
北
九
州
市
か
ら

豊
津
町
間
は
東
九
州
自
動
車
道
の
重
要
区
間

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
施
行
命
令
も
出
て

い
ま
す
の
で
、
従
来
通
り
事
業
が
進
む
も
の

と
確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

〇
次
に
、
苅
田
臨
空
産
業
団
地
開
発
計
画
の

進
捗
状
況
及
び
企
業
誘
致
に
つ
い
て
で
す
。

平
成
18
年
度
工
事
完
了
を
目
指
し
て
い
ま

す
苅
田
臨
空
産
業
団
地
の
工
事
関
係
の
進
捗

状
況
は
、
平
成
16
年
３
月
現
在
で
53
・
２
パ

ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
分
譲
開
始
す
る
Ｆ
街
区
約
５
万
㎡

に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
の
３
月
議
会
で
ご
承

認
い
た
だ
き
ま
し
た
「
立
地
促
進
奨
励
金
」

「
雇
用
促
進
奨
励
金
」「
立
地
推
進
員
設
置
制

度
」
な
ど
の
優
遇
制
度
を
活
用
し
、
企
業
誘

致
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
苅
田
臨
空
産
業
団
地
へ
の
企
業
誘

致
の
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
ホ

テ
ル
の
立
地
が
内
定
い
た
し
ま
し
た
。

※
以
下
、
行
事
報
告
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

7月15日（木） 北公民館 
馬場公民館 
片島公民館 
西部公民館 
中央公民館 
小波瀬 

苅田小学校区 
馬場小学校区 
片島小学校区 

 
白川小学校区 
南原小学校区 
与原小学校区 

7月16日（金） 
7月27日（火） 
7月28日（水） 
8月  3日（火） 
8月  4日（水） 

期　　日 場　　所 校　　区 

●開催時間　　いずれも午後7時～9時 

かんだ・みらいトーク日程表 

コミュニティ 
 センター 

新北九州空港、高速道路、苅田駅前整
備、合併問題などの現状について、町長
が報告し、「苅田町のみらいのまちづくり」
について、町民の皆様と町執行部が語り
合う場です。お気軽にご参加ください。



表８　職員手当の状況（平成１５年４月１日現在） 表９　特別職の報酬などの状況（平成１５年４月１日現在）
町長、助役、収入役、教育長の給料月額及び町議会議員の

報酬月額は次のとおりです。

表１０　定員の状況

退職手当 

勤続20年 21.000 月 28.875 月 21.000 月 28.875 月 

勤続25年 33.750 月 44.550 月 33.750 月 44.550 月 

勤続35年 47.500 月 62.700 月 47.500 月 62.700 月 

最高限度額 60.000 月 62.700 月 60.000 月 62.700 月 

その他の 

加算措置 

退職時 
特別昇給 

国 

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年 

20年以上勤務　　　1号 20年以上勤務　　　1号 

区　　分 

なし 
特例措置 

2％～20％加算 
なし 

特例措置 

2％～20％加算 

苅田町 

支給率（月額） 

支給対象職員数 名 

円 

支給率（月額） ％ 

支給対象職員数 名 

円 

支給総額 円 

円 

手当の種類 種類 

月額 円 

円 

特殊勤務手当 

時間外 
勤務手当 

支給対象職員一人当たり平 
均支給月額 

支給対象職員一人当たり平 
均支給月額 

支給対象職員一人当たり平 
均支給月額 

その他の手当 
部長等１５％　部参事１４％ 
８級課長等１３％　７級課長 
等１１％　課長補佐９％ 

管理職手当 

調整手当 

55

48,641

3

301

6

支給対象職員一人当たり平 
均支給月額 3,800

10,983

32,895,000

9,107

代表的な手当 

4,000

町税事務に従事する 
職員の特殊勤務手当 

14,000 円 

6,000 円 

5,000 円 

11,000 円 

6,500 円 

最高限度 50,000 円 

円 

円 

円 

持家 1,000 円 

持家で新築５年まで 2,500 円 

借家 最高限度 27,000 円 

扶養親族でない配偶者を有する者で扶養 
１人まで 

扶養手当 

２ｋｍ以上５ｋｍ未満 

５ｋｍ以上１０ｋｍ未満 

通勤手当 

交通機関利用者 

配偶者 

扶養親族２人まで 

扶養親族３人以上 

配偶者のないもので扶養１人まで 

住居手当 

１０ｋｍ以上 

2,000

4,100

6,500円 ～20,900

期末・勤勉手当 
区分 

支給月 

　6月期 1.55 月分 0.70 月分 1.55 月分 0.70 月分 

12月期 1.70 月分 0.70 月分 1.70 月分 0.70 月分 

合計 3.25 月分 1.40 月分 3.25 月分 1.40 月分 

加算措置 

※期末・勤勉手当は、民間における賞与のことです。 

国 苅田町 

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当 

有り 有り 

支給月 支給割合 

町　長 ８４６，０００円 

助　役 ６７６，０００円 

収入役 ６３４，０００円 

教育長 ６１７，０００円 

議　長 ４１５，０００円 

副議長 ３７５，０００円 

委員長 ３４９，０００円 

議　員 ３４４，０００円 

区　分 給料・報酬月額 

　　６月期　

　１２月期 

期末手当（支給割合） 

※町長、助役、収入役、教育長の期末手当については、前年に引 
き続き10％減額した支払いです。 

計 

１．７０月分 

１．８０月分 

３．５０月分 

部門別職員数の状況 （各年４月１日現在）（単位/人） 

平成13年 平成14年 平成15年 平成13年 平成14年 平成15年 

議 会 4 3 3 1 ▲ 1 0

総 務 63 68 67 　1 5

税 務 22 23 22 ▲ 10 1

民 生 33 30 29

衛 生 20 15 15 ▲ 5

農 林 水 産 18 18 13 ▲ 1 ▲ 5
商 工 3 3 3 0 0

土 木 29 28 29 ▲ 6  
小　計 192 188 181 ▲ 11 ▲ 4

消 防 43 41 43 ▲ 1 2

教 育 45 36 35 ▲ 2 ▲ 1

小　計 88 77 78 ▲ 3

280 265 259 ▲ 14 ▲ 6

水 道 18 15 14 ▲ 1 ▲ 1

下 水 道 9 15 17 1 6 2

そ の 他 10 11 6 1 0
小　計 37 41 42 6 4

317 306 301 ▲ 8 ▲ 5合　　　　計 

一 
般 
行 
政 
部 
門 

特 
別 
行 
政 
部 
門 
普通会計計 

公 
営 
企 
業 
等 
会 

計 
部 
門 

区　　　　　分 職　　員　　数 対前年増減数 

部　　　　　門 

▲ 1

▲ 3 ▲ 1▲ 6

0 0

0

0

▲ 2

▲ 9

▲ 11 1

▲ 15

▲ 3

11
1

▲ 11

▲ 1 1

▲ 7

平成１５年度の職員数の増減状況 

１４年度 １５年度 

議 会 3 3 0
総 務 68 67
税 務 23 22
民 生 30 29
衛 生 15 15
農 林 水 産 18 13
商 工 3 3 0

土 木 28 29

消 防 41 43 2

教 育 36 35 ▲ 1

水 道 15 14 ▲ 1

下 水 道 15 17 2

そ の 他 11 11 0

特 
別 
行 
政 

部 
門 

公 
営 
企 
業 
等 
会 

計 
部 
門 

一 
般 
行 
政 
部 
門 

区　　　　　分 職　員　数 
差引 主な増減理由 

部　　　　　門 

▲ 1
▲ 1

▲ 1
0

▲ 5

1

財務会計システム導入に伴う職員減 

徴収対策事務事業見直しによる職員減 

保育所の民間委託による職員減 

行革による係の統廃合による職員減 

行革による課・係の統廃合による職員増 

退職者補充 

行革による出先機関の職員減 

事務事業見直しによる職員減 

農業集落排水事業部門変更のため 
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町職員の給与は、地方自治法と地方公務員法に基
づいて、町議会での予算審議と議決を経て決定され
ています。
町職員の給与について町民の皆様の理解をいただ

くため、平成１5年4月1日現在（原則）の町職員
などの人件費や人員、給与水準などをお知らせしま
す。なお表中の数字は、平成15年度地方公務員給
与実態調査等に基づくものです。

表１　歳出総額に占める人件費の割合（普通会計決算）
平成１４年度に一般職ならびに町長、助役、収入役、教育長、
町議会議員、各種委員に支払われた人件費の総額は２５億１２
３０万９千円で、町の歳出総額の２３．７％となっています。

表２　職員給与費の状況（平成１５年度一般会計当初予算）

表３　職員の平均給料月額などの状況（平成15年4月1日現在）

表４　一般行政職員の初任給の状況（平成15年4月1日現在）
学校卒業後、直ちに職員に採用された場合の初任給と採用後
２年を経過した時点での給料月額は、次のとおりです。

表５一般行政職の級別職員数の状況（平成15年4月1日現在）
職員は、職務の複雑さや責任の度合い等により給料表に定

める級に格付けされます。苅田町一般行政職職員の級別職務

内容とその職員数、構成比は次のとおりです。

表６　職員の経験年数、学歴別平均給料月額の状況
職員の給料月額は、定期昇給（年１回）や人事院勧告に準

じた給与改定により、経験年数が増すごとに増えて行きます。

経験年数別それぞれの職員の平均給料月額は次のとおりとなっ

ています。（平成15年4月1日現在）

表７　一般行政職のラスパイレス指数

町職員の給与等

を公表します

253人 
給料 1,073,784千円 

職員手当 184,286千円 

期末勤勉手当 480,943千円 

合計（Ｂ） 1,739,013千円 

１人当たりの給与額（Ｂ/A) 6,874千円 

職員数(A)

給与費 

※職員手当には、退職手当は含みません 

苅田町 国 

平均給料月額（円） 354,791 327,623
平均給与月額（円） 387,820
平均年齢（歳） 44.0 40.5
平均給料月額（円） 318,933
平均給与月額（円） 349,608
平均年齢（歳） 39.0

消防職 

区分 

一般行政職 

357,317
436,840 380,815
41.8

県 

採用２年経過 採用２年経過 

給料額（円） 給料額（円） 

苅田町 178,400 191,600 144,000 155,000
消防職 191,600 202,400 155,000 167,300

国 171,500 185,600 139,500 149,200

※本町の給料表は国家公務員と同じ給料表を使用しています。 
ただし、消防職については、独自給料表（一般行政職員給料表 
の２号上位）を採用しています。 

区分 
大学卒 高校卒 

法定初任給（円） 法定初任給（円）

 県 178,400 191,600 144,000 155,000

区分 標準的な職務内容 職員数 
（人） 

構成比 
（％） 

８級 部長、課長、主幹 20 9.5
７級 課長、主幹、課長補佐、技術次長 25 11.9
６級 係長、主査 70 33.3
５級 主査、主任主事、主任技師 46 21.9
４級 主任主事、主任技師、主事 17 8.1
３級 主事、技師 22 10.5
２級 主事、技師 10 4.8
１級 主事補、技師補 0 0
合計 210 100

区分 

一般行政職 

苅田町 308,000 円 338,700 円 384,000 円 

国 306,561 円 358,963 円 411,433 円 

苅田町 239,400 円 291,200 円 352,500 円 

国 245,114 円 304,508 円 354,067 円 

※経験年数とは、初任給決定の基準となった最終学歴以降の年数。卒業 
後直ちに採用され、引き続き勤務している場合は在職年数であり、卒業 
後採用までの間に前歴がある場合は、一定の率で前歴を加算し、在職年 
数に加算したものです。 

大学卒 

高校卒 

経験年数 

（20年以上 
25年未満） 

経験年数 

（10年以上 
15年未満） 

経験年数 

（15年以上 
20年未満） 

区分 11年度 12年度 13年度 14年度 15年度 

苅田町 99.4 99.3 98.7 99.1 98.1

 
 
 
 
 
 
 
 

地方公務員と国家公務員の給与水準を比較するには、それぞ
れの団体の職員構成が違うため、単純平均による比較では実
態を表さないので、職種別、経験年数別等の区分をし、職員
構成による加重平均を行い、国を100とした場合の地方公共団
体の指数（これをラスパイレス指数といいます）を求め、総
合的に給与水準の比較を行います。また、当町職員のラスパ
イレス指数は、平成15年度では県下94市町村中（政令指定都
市を除く）56番目です。 

※ 

歳出額（Ａ） 10，606，847千円 
人件費（Ｂ） 2，512，309千円 
人件費率（Ｂ/Ａ) 23.7%
前年の人件費率 24.8%

人口（住民基本台帳） 
平成15年４月１日現在 

34，495人 

※普通会計とは、全会計から水道事業、国民健康保険、老人 
保健、公共下水道事業等の会計を除いたものです。 
※人件費には、特別職（町長、助役、収入役、議員、非常勤 
委員など）に支給される給料や報酬などを含みます。 
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安全でおいしいお米をつくります
等覚寺棚田米研究会（代表者　内川好江さん）が福岡

県から減農薬・減化学肥料栽培の認証を受けることにな

り、5月24日に認証式が町長室で行われました。この制

度は農薬の散布回数や化学肥料の使用量を県基準の半分

以下で生産する制度です。等覚寺地区では従来から、棚

田米として、限定的に流通していましたが、今後は正式

にブランド米として栽培していきます。

16.6.25 ⑫

まちのわだい Town
News

楽しい時間をすごしました
5月24日、パンジープラザで「アンビシャス親子広場」が

開催されました。アンビシャス広場はみんなで集い楽しい共

通空間をつくろうと、町内のいろんな年代の人たちがアイデ

アを出し合って計画しました。会場では、大型の絵本や歌遊

び、また子どもたちが遊べるコーナーがたくさん用意され、

参加した多くの親子は楽しい時間をすごしました。

演芸で楽しみました
5月のゴールウィークに高齢者に楽しんでもらおうと、

今年で8回目になる小さな敬老会を開催しました。上町、

中町、本町三区の老友会会長さん、女性部長さん、その他

役員の協力で約50人の高齢者をお招きし、約2時間程の演

芸を楽しみました。踊り、カラオケ、民謡、ナマオケなど

いろんな演芸が披露され、とても有意義なひと時を過ごす

ことができました。

（苅田町芸能福祉会会長　井無田國男）

親子ふれあい田植え学習を開催
6月4日、与原小学校の5年生と保護者が、親子ふれあい

田植え学習を行いました。これは5年生が総合的な学習と

して行う米づくりで、この日はＪＡ福岡みやこと地元の堀

洋子さんたちが指導してくれました。田植えは初めていう

生徒が多く、最初はなかなかうまくいかない様子でしたが、

だんだん慣れてくると手際よく苗を植えていました。生徒

たちは「思ったより簡単でした。泥が気持ちよくて楽しか

ったです。」、本松優一校長は「この田植えをとおして自然

とふれあい、ものを育てる喜び、また指導してくれた皆さ

んへの感謝の気持ちを忘れない豊かな心を育てて欲しいと

思います。」と話していました。

きれいな花を咲かせてください
6月7日、与原小学校栽培委員の生徒がマリーゴールドと

サルビアを、小波瀬コミュニティセンター、中央公民館、

小波瀬西工大前駅、いこいの里に寄贈しました。この花は、

「あざみ政治学級」のみなさんの指導により育てたもので、

生徒たち自らが町をきれいな花でいっぱいにしたいと願っ

て寄贈し、今回で4回目になります。あざみ政治学級のみ

なさんは「いつも楽しく指導させてもらっています。この

小さな花１本にも大切な命があることを理解し、思いやり

のある優しい子になって欲しいです。」と話していました。
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今年も殿川にホタルが乱舞！
殿川では、今年、ホタルの棲息場所が少し山側に移動し
ています。なぜならば、EMを投入する場所を変えたから
です。例年、ホタルが多く見られていた場所は近いうちに
高速道路の建設に伴って、川の流れを大幅に変更する予定
になっています。そうなれば、今まで保存に尽くしてきた
ホタルがいなくなることが予想されます。川の工事に取り
掛かってからでは間に合いません。そこで、昨年の秋から
ホタルが棲みやすくするためにEMを投入する場所を、こ
れまでの西山橋から水分けへと移動しました。その結果、
昨年まで西山橋から下流の方に多く見られていたホタル
が、今年は西山橋から上流により多く見られるようになり
ました。（写真は6月5日　水分け付近のものです）西山橋
から下流のホタルが、今年減少した理由は他にも考えられ
ます。①今年はホタルの羽化する時期に気温が低めであっ
たこと。②例年ホタルが乱舞していた場所の街灯が今まで
以上に明るすぎることなどです。高速道路建設の暁には、
道路公団からホタル公園（護岸）を造っていただけるとい
う約束も頂いております。今後とも、苅田町共々ホタルの
保存に力を注いで頂けるよう心から願っております。
もちろん、私達、ＥＭ友の会スタッフも町民の方々と一
緒にこれまで以上に頑張ります。

（ＥＭ友の会事務局　松岡麻利子）

小学生ソフトボール西日本大会に出場
5月30日、6月6日の2日間、福岡市で行われた西日本
小学生ソフトボール大会福岡県予選で、京築地域の代表と
して出場した苅小クラブ（苅田小学校区）が3位の成績を
収め、7月30日から8月2日、高知県で西日本各県の強豪
チームが戦う西日本小学生ソフトボール大会に出場するよ
うになりました。
苅小クラブは創部4年とまだ歴史の浅いチームですが、
全国大会、九州大会の京築地区大会でも上位の成績を残し
ております。
この大会でも、苅田町の地名をアピールできるように一
生懸命がんばってきたいと思います。
これからも皆様方の応援をよろしくお願いします。

（阿部　TEL093・434・4989）

リトルリーグ全国大会に出場
7月10日から、兵庫県で開催される全日本リトルリーグ
野球選手権大会に、行橋リトルリーグが九州代表として参
加しますが、メンバーの中には苅田町在住の５人の選手も
います。
行橋リトルリーグが、行橋・京都地区を中心とした小学
校高学年と中学1年生で構成、苅田町の日産グラウンドを
中心に練習しており、土日・祭日は午前9時から午後5時
ごろまで猛練習をしています。5月に行われた九州大会で
みごと優勝、全国大会へ駒を進めました。同大会の開会式
は甲子園球場が予定されており、あこがれの舞台を夢見て
練習を続けています。苅田町から参加する選手は次のみな
さんです。東良樹（新津中1年）原口涼輔・梶本幸伸（苅
田中1年）横山大輝（与原小6年）小柳翔太（馬場小6年）

（敬称略）

歌謡祭収益金を寄付
5月24日、パールカラオケ同好会（会長　重枝樹治さ

ん）より苅田町へ寄付がありました。これは5月23日に

同教室創立25周年記念歌謡祭の会場でプログラムをチャ

リティで販売した収益金で、町長は「ありがとうございま

す。まちづくりに役立てます。」と感謝の言葉を贈りまし

た。重枝さんは「苅田町の公民館はよく教室で利用させて

いただいております。中央公民館で行った25周年記念歌

謡祭は、会場もほぼ満席となり大成功でした。準備は大変

ですが次は30周年ですね。」と笑顔で話していました。
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消防 こちら消防本部です 
TEL０９３０９３・４３４４３４・０１１９０１１９ 

１１９番 
平成16年 

5月中 5月中 5月中 5月中 　 累計 
（１月～5月） 

　 累計 
（１月～5月） 

　 累計 
（１月～5月） 

　 累計 
（１月～5月） 

5
2

＋3

12
　8

+4

　99
86

＋13

511

515
－4

2

2
0

8

18
－10

6

6

36
26

＋10

平成15年 
前年比 

火災出動件数 救急出動件数 救助出動件数 その他出動件数 
区　分 

火災・救急・救助・その他　出動状況 （平成16年5月分） 

+
－ 0－ +

こ
の
時
期
に
は
様
々
な
災
害
が
起

こ
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
為
、
災
害
に
備
え
て
各
家
庭

で
も
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ

災
害
情
報
や
予
報
な
ど
を
知
る

に
は
？

Ａ

気
象
台
か
ら
「
大
雨
や
洪
水
の

注
意
報
、
警
報
」
な
ど
の
発
表
や
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
電
話
（
1
7
7
）

な
ど
で
気
象
情
報
を
収
集
し
ま
し
ょ

う
。

Ｑ

土
砂
災
害
な
ど
の
注
意
は
？

Ａ

土
砂
災
害
の
現
象
と
し
て
・
・

が
け
の
斜
面
が
突
然
崩
れ
た
り
、
地

滑
り
や
土
石
流
が
発
生
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

注
意
点
・
・
１
時
間
に
20
㎜
以
上
、

降
り
始
め
か
ら
1
0
0
㎜
以
上
の
雨

が
降
っ
た
ら
、
土
砂
災
害
の
危
険
性

が
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

前
兆
・
・
・
「
が
け
か
ら
の
水
が
に

ご
る
」「
小
石
が
落
ち
て
く
る
」「
山

鳴
り
が
す
る
」「
雨
が
降
っ
て
い
る

の
に
、
川
の
水
位
が
下
が
る
」
な
ど

が
土
砂
災
害
の
前
兆
で
す
。

ま
た
、
雨
が
上
が
っ
た
後
に
、
土

砂
災
害
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
十
分
に
注
意
や
警
戒
を
し
て
く

だ
さ
い
。

Ｑ

洪
水
な
ど
の
注
意
点
は

Ａ

河
川
水
位
の
上
昇
に
注
意
し
、

洪
水
な
ど
に
備
え
家
財
道
具
の
移
動

な
ど
の
準
備
を
お
こ
な
う
。

河
川
の
近
く
の
方
は
、
早
め
に
避

難
の
準
備
を
行
う
。

ま
た
、
大
雨
が
降
る
と
川
が
あ
ふ

れ
な
く
て
も
、
側
溝
な
ど
に
集
ま
っ

た
雨
水
が
処
理
能
力
を
越
え
地
上
に

あ
ふ
れ
、
道
路
や
家
屋
が
浸
水
す
る

被
害
が
で
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。

防
火
管
理
資
格
取
得
講
習
の

実
施
に
つ
い
て

●
講
習
名
　

甲
種
防
火
管
理
資
格
講
習

●
講
習
日
　
8
月
26
日
（
木
）
・
27

日
（
金
）（
講
習
は
2
日
間
）

●
開
催
場
所
　
京
築
広
域
圏
消
防
本

部
講
堂
（
豊
前
市
大
字
荒
堀
5
2
5

番
地
１
）

●
申
込
書
の
受
付

①
受
付
期
間
　
7
月
１
日
（
木
）
〜

7
月
30
日
（
金
）（
土
、
日
、
祝
祭

日
を
除
く
）

②
受
付
時
間
　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

③
受
付
場
所
　
京
築
広
域
圏
消
防
本

部
　
予
防
課
　
指
導
係

●
講
習
手
数
料
及
び
必
要
書
類
等
　
　

①
4
0
0
0
円
　
な
お
、
手
数
料
は

申
し
込
み
後
、
返
還
さ
れ
ま
せ
ん
。

②
写
真
（
2
枚
）

無
帽
、
無
背
景
、

正
面
3
分
身
を
写
し
た
証
明
写
真

（
縦
3
㎝
×
横
2
・
5
㎝
）
で
6
か

月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
。

●
そ
の
他
　
　
　
　
　
　

①
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
定
員
（
70

名
程
度
）
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

②
講
習
中
の
電
話
、
そ
の
他
の
呼
び

出
し
は
原
則
と
し
て
出
来
ま
せ
ん
。

③
受
講
申
し
込
み
書
は
苅
田
町
消
防

本
部
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

●
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
　
京
築
広

域
圏
消
防
本
部
予
防
課
指
導
係

TEL
0
9
7
9
・
8
2
・
0
1
1
9

（
内
線
2
3
3
）

放火にご注意！

○苅田町では・・・
放火は、全国的に火災原因のトップを占めていて、

近年さらに増加する傾向にあります。我が苅田町でも今
年の4月以降、放火の疑いのある火災が3件発生しており、
ひと月に1.5件の割合と非常に多く発生しております。
○放火されやすい場所とは・・・
・ 屋内：居間、廊下、階段、物置、車庫、駐車場などで、
部外者が自由に出入りでき、人目につかないところ。
・ 屋外：門、塀、ゴミ入れなどで、ライターやマッチ、
たばこなどによって、紙くずゴミくず、紙製品、繊維製
品などに放火されています。
○どうやって防止すれば・・・

放火を防ぐには放火をされない環境づくりが大切で
す。以下の事に気をつけましょう。
・ 夜間は特に門や玄関、勝手口や窓の施錠に気を付けま
しょう。
・ 定時に見回りなどをすると効果的です。
・ 建物の周囲（特に死角になる場所）に燃えるものを置
かないようにしましょう。
・ ゴミ出しは、決められた曜日と時間を守るようにしま
しょう。
このように、日常生活の中のちょっとした注意で、放火
に対する予防ができます。皆さんも日頃から十分に注意
するとともに、放火予防にいろいろと工夫してみてくだ
さい。

火災原因（平成14年中） 

全　　　　　国 福　　岡　　県 

出 火 件 数 出 火 件 数 

1位 1位 

2位 2位 

3位 3位 

4位 4位 

5位 5位 

放火・放火の疑い 放火・放火の疑い 

たばこ 

たばこ こんろ 

こんろ 

たき火 たき火 

火あそび 火あそび 

63,575件 2,518件 

14,386件 536件 

6,749件 259件 

5,890件 246件 

4,612件 209件 

2,163件 96件 

大
雨
や
災
害
の
発
生
す
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。



⑮ 16.6.25

苅田町 
悪質商法 

勉強室 勉強室 
苅田町消費生活相談窓口 
月・水・金曜日 
午前9時～ 
TEL 093・434・6521 
 

0 20 40 60 80 100 120

20歳未満 

20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳代 

80歳以上 

不明 

9人（1.9％） 

118人（25.0％） 

101人（21.4％） 

88人（18.7％） 

70人（14.9％） 

41人（8.7％） 

32人（6.8％） 

6人（1.3％） 

6人（1.3％） 

相談者の内訳（年齢別） 

人 

有料サイト未納料金 
の請求 

債権回収通知 
（架空請求はがきなど） 

自己破産等の 
借金関係 布団類 

資格等 

衣料品等 

新聞 

携帯電話等 
175件（37.2％） 

76件（16.1％） 
48件 
（10.2％） 

12件（2.5％） 

12件（2.5％） 

11件（2.3％） 

10件（2.3％） 

9件（1.9％） 

その他 

相談内容の 
内訳 

相
談
の
約
４
割
が
「
有
料
サ
イ
ト
未
納
料
金
の
請
求
」

平
成
９
年
４
月
の
窓
口
開
設
以
来
年
々
増

加
し
、
平
成
15
年
度
の
相
談
件
数
は
前
年
度

の
３
０
０
件
よ
り
１
７
１
件
増
え
、
過
去
最

高
の
４
７
１
件
と
な
り
ま
し
た
。

年
代
別
の
相
談
者
で
は
20
歳
代
の
相
談
者

が
最
も
多
く
全
相
談
者
の
25
％
の
１
１
８

件
、
次
い
で
30
歳
代
が
１
０
１
件
で
21
・

４
％
で
し
た
。
一
方
で
、
70
歳
以
上
の
方
か

ら
の
相
談
も
38
件
（
８
・
１
％
）
あ
り
ま
し

た
。相

談
件
数
の
多
い
商
品
・
役
務
で
は
１
位

と
な
っ
た
の
は
『
身
に
覚
え
の
な
い
有
料
サ

イ
ト
未
納
料
金
を
、
は
が
き
や
携
帯
の
メ
ー

ル
等
で
請
求
さ
れ
て
い
る
』
と
い
う
も
の
で

４
７
１
件
中
１
７
５
件
、
続
い
て
２
位
が
同

じ
く
『
全
く
身
に
覚
え
の
な
い
金
融
関
係
の

債
権
回
収
は
が
き
が
届
い
た
』
と
い
う
も
の

で
76
件
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
２
種
類
の
架
空

請
求
の
相
談
だ
け
で
全
相
談
の
半
分
以
上
、

２
５
１
件
に
上
り
ま
し
た
。
特
に
相
談
件
数

１
位
の
有
料
サ
イ
ト
未
納
料
金
請
求
の
相
談

で
は
、
１
７
５
件
の
う
ち
多
か
っ
た
の
は
20

歳
代
の
61
件
、
30
歳
代
の
51
件
で
し
た
が
、

高
校
生
か
ら
70
歳
代
の
方
ま
で
す
べ
て
の
年

代
層
か
ら
相
談
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
他
の
相
談
で
は
今
ま
で
４
年
連
続
第

１
位
だ
っ
た
自
己
破
産
・
サ
ラ
金
関
係
の
相

談
が
３
位
、
４
位
が
ふ
と
ん
類
、
同
じ
く
資

格
等
の
相
談
と
続
い
て
い
ま
す
。

平
成
15
年
度
相
談
件
数
は

過
去
最
高
の
４
７
１
件

『
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
』
を

受
け
た
と
き
は
・
・
・

ハ
ガ
キ
や
封
書
、
携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン

や
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

手
段
を
使
っ
て
の
架
空
請
求
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
突
然
ハ
ガ
キ
や
電
話
で
請
求
さ
れ
て

も
あ
わ
て
な
い
で
下
さ
い
。

ハ
ガ
キ
等
に
書
か
れ
て
い
る
連
絡
先
に
自

分
か
ら
絶
対
に
連
絡
を
し
な
い
で
下
さ
い
。

個
人
情
報
を
聞
き
出
さ
れ
、
新
た
な
被
害
に

つ
な
が
り
ま
す
。
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
を

受
け
た
ら
、
無
視
す
る
こ
と
が
も
っ
と
も
賢

明
な
対
策
で
す
。

●
苅
田
町
消
費
生
活
相
談
受
付
件
数
　
　

平
成
16
年
４
月
〜
５
月
末
　
76
件
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人 
権 
の 

ひ 
ろ 
ば 

世
紀
は
人
権
の
世
紀
で
す 

21

人
権
推
進
課 

４
３
４
・
１
９
５
８ 

TEL
講
演
会

（
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
と
講
演
）

●
日
時
　
７
月
15
日
（
木
）
午
後
１
時
開
場

２
時
開
演

●
場
所
　
イ
イ
ヅ
カ
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン
（
飯

塚
市
飯
塚
14
ー
66

TEL
０
９
４
８
・
２
１
・

０
５
０
５
）

●
内
容

第
１
部
　
午
後
２
時
５
分
〜
３
時
15
分

★
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
「
わ
た
し
の
子
育
て
、

本
当
は
ど
う
な
の
？
」

出
演：

健
（
た
け
）
ち
ゃ
ん
バ
ン
ド

※
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル：

「
学
習
障
害
児
」
と
い

わ
れ
る
健
志
君
と
、
そ
の
父
雅
弘
さ
ん
、
母

た
づ
子
さ
ん
の
親
子
バ
ン
ド
。
１
９
９
６
年
、

健
志
君
の
中
学
校
の
卒
業
式
で
の
初
コ
ン
サ

ー
ト
以
来
、
県
内
各
地
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
行

っ
て
い
る
。

第
２
部
　
午
後
３
時
30
分
〜
４
時
40
分

★
講
演
会

演
題
「
部
落
問
題
の
こ
れ
か
ら
」

講
師：

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
　
角

田
伸
彦
さ
ん

※
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル：

１
９
６
３
年
兵
庫
県
生

ま
れ
。
被
差
別
部
落
に
生
ま
れ
育
つ
。
関
西

学
院
大
学
を
卒
業
後
、
神
戸
新
聞
記
者
な
ど

を
経
て
、
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
に
。
著
書
に

「
被
差
別
部
落
の
青
春
」(

講
談
社
文
庫)

「
ホ
ル
モ
ン
奉
行
」(

解
放
出
版
社)

な
ど
が

あ
る
。
大
阪
府
在
住
。

「
特
設
人
権
相
談
所
」

行
橋
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
次
の

と
お
り
「
特
設
人
権
相
談
所
」
を
開
設
し
ま

す
。
家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
近
隣
と
の
ト
ラ

ブ
ル
、
学
校
や
職
場
で
の
い
じ
め
差
別
な
ど
、

悩
み
や
困
り
ご
と
が
あ
っ
た
ら
、
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

●
日
時
　
７
月
７
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所
　
苅
田
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
パ

ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
）
相
談
室

●
相
談
員
　
苅
田
町
人
権
擁
護
委
員

※
苅
田
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方
々
で

す
（
敬
称
略
）

大
重
　
吉
子
（
集
）

TEL
０
９
３
・
４
３
４
・
５
８
７
６

井
中
　
卓
良
（
法
正
寺
）

TEL
０
９
３
０
・
２
３
・
１
１
０
６

松
尾
　
憲
子
（
小
波
瀬
）

TEL
０
９
３
０
・
２
５
・
３
８
６
０
　

塩
塚
　
　
誠
（
与
原
下
）

TEL
０
９
３
０
・
２
２
・
５
１
０
１

猪
本
　
泰
子
（
下
片
島
）

TEL
０
９
３
０
・
２
４
・
１
５
０
０
　

清
永
　
彰
（
神
田
町
）

TEL
０
９
３
・
４
３
４
・
０
９
２
７

街
頭
啓
発
の
お
知
ら
せ

苅
田
町
で
は
、
７
月
１
日(

木)

午
後
５
時

30
分
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
苅
田
駅
・
サ
ン
リ
ブ
Ｅ
Ｌ

苅
田
・
Ｊ
Ｒ
小
波
瀬
西
工
大
前
駅
の
３
か
所

で
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
す
。

福
岡
県
人
権
啓
発
情
報
セ
ン
タ
ー

県
民
講
座
２
０
０
４

「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
場
の
一

つ
と
し
て
、
県
民
の
皆
様
を
対
象
と
し
た
人

権
問
題
に
関
す
る
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

●
対
象
　
人
権
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
募
集
人
員
　
各
回
１
０
０
名
以
内
。
全
て

を
受
講
で
き
る
方
を
優
先
し
ま
す
が
、
１
回

の
み
の
受
講
も
可
能
で
す
。

●
講
座
日
時
　
７
月
か
ら
平
成
17
年
１
月
ま

で
の
毎
月
１
回
・
土
曜
日
の
午
後
１
時
〜
４

時
20
分

①
７
月
24
日
　
人
権
一
般
　
②
８
月
21
日

同
和
問
題
　
③
９
月
25
日
　
外
国
人
問
題

④
10
月
23
日
　
子
ど
も
問
題
　
⑤
11
月
13
日

障
害
者
問
題
　
⑥
12
月
18
日
　
高
齢
者
問
題

⑦
平
成
17
年
１
月
22
日

人
権
全
般
・
ま
と
め

●
場
所
　
福
岡
県
人
権
啓
発
情
報
セ
ン
タ
ー

（
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
７
階
）
視
聴
覚
研
修
室

●
参
加
費
　
１
回
に
つ
き
２
０
０
円
（
当
日

お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

※
申
込
書
は
役
場
人
権
推
進
課
に
用
意
し
て

い
ま
す
。
締
切
は
各
開
催
日
の
１
週
間
前
ま

で
と
し
ま
す
が
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

※
申
込
方
法
・
講
座
内
容
に
つ
い
て
は
、

（
財
）
福
岡
県
人
権
啓
発
情
報
セ
ン
タ
ー
事

業
課
（
TEL
０
９
２
・
５
８
４
・
１
２
７
１
）

ま
た
は
、
役
場
人
権
推
進
課
（
TEL
０
９
３
・

４
３
４
・
１
９
５
８
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

人
権
学
習
講
座

★

●
日
時
　
６
月
28
日
（
月
）
午
前
９
時
30
分

〜
11
時
30
分

●
場
所

小
波
瀬
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者
　
女
性
セ
ミ
ナ
ー
講
座
受
講
者
、

一
般
町
民

●
講
師
　
京
築
教
育
事
務
所
生
涯
学
習
室
長

平
井
厚
志
さ
ん

★

●
日
時
　
７
月
14
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

●
場
所
　
北
公
民
館

●
対
象
者
　
男
性
・
女
性
専
科
講
座
受
講

者
、
一
般
町
民

●
講
師
　
福
岡
県
講
師
団
講
師
　
林
力
さ
ん

福岡県同和問題啓発強調月間 
７月は 

です 
福岡県同和問題啓発強調月間 
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健
康
講
演
会

転
倒
に
よ
る
骨
折
が
原
因
で
寝
た

き
り
に
な
る
こ
と
が
、
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
い
つ
ま
で
も
体
シ
ャ
キ
ッ

と
生
き
生
き
す
ご
す
た
め
に
、
今
の

う
ち
か
ら
転
ば
ぬ
知
恵
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
う
。

★
テ
ー
マ
『
転
倒
予
防
に
つ
い
て
』

★
講
師
　
九
州
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
大
学
校
教
学
部
長
　
教
授
　
橋
元

隆
先
生

★
日
時
　
7
月
24
日
（
土
）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

★
場
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
　

★
問
い
合
わ
せ
先
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ

TEL
0
9
3
・
4
3
6
・
5
1
1
5

不
妊
治
療
費
の
助
成
事
業

平
成
16
年
6
月
１
日
か
ら
不
妊
治

療
費
助
成
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

★
助
成
対
象
治
療
　
体
外
受
精
・
顕

微
授
精
（
平
成
16
年
4
月
1
日
以
降

に
、
福
岡
県
の
指
定
医
療
機
関
に
お

い
て
受
け
た
治
療
）

★
対
象
者
　
福
岡
県
内
（
北
九
州

市
・
福
岡
県
を
除
く
）
に
１
年
以
上

お
住
ま
い
の
ご
夫
婦

★
所
得
制
限
　
有
り
（
夫
及
び
妻
の

前
年
度
の
合
計
所
得
金
額
が
6
5
0

万
円
未
満
）

★
治
療
費
の
一
部
助
成
（
年
度
の
上

限
額
10
万
円
）

★
助
成
期
間
　
連
続
2
年
度

※
不
妊
治
療
費
助
成
の
申
請
・
相
談

窓
口
は
、（
行
橋
市
・
京
都
郡
・
豊

前
市
・
築
上
郡
）
に
お
住
ま
い
の
方

は
京
都
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
で

す
。
申
請
手
続
き
（
必
要
書
類
や
指

定
医
療
機
関
な
ど
詳
細
）
に
つ
い
て

は
、
あ
ら
か
じ
め
説
明
を
お
受
け
に

な
っ
て
下
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ
先
　

京
都
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
　

TEL
0
9
3
0
・
2
3
・
2
9
7
0

第
24
回
と
き
め
き
ス
ポ
ー
ツ

大
会
参
加
者
募
集

★
日
時
　
9
月
11
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
午
後
5
時
（
雨
天
決
行
）

★
参
加
者
　
満
15
歳
（
平
成
16
年
4

月
１
日
現
在
）
以
上
の
知
的
障
害
児

者
　

★
会
場
　
久
留
米
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
陸
上
競
技
場
、同
体
育
館
、

久
留
米
市
赤
十
字
会
館
温
水
プ
ー

ル
、
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
久
留
米

★
競
技
種
目
　
陸
上
競
技
（
ト
ラ
ッ

ク
、
フ
ィ
ー
ル
ド
）、
水
泳
、
卓
球
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク★
参
加
申
込
（
在
宅
の
方
）

パ
ン

ジ
ー
プ
ラ
ザ
保
健
事
務
室
ま
た
は
育

成
会
に
参
加
申
込
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
保
健

事
務
室
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

★
申
込
期
限
　
7
月
5
日
（
月
）

（
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
）

★
問
い
合
わ
せ
先
　
庶
務
管
理
係
障

害
者
担
当
（
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

TEL
0
9
3
・
4
3
6
・
5
1
1
5

○
小
麦
粉
粘
土
で
遊
ぶ

ち
ぎ
っ
た
り
、
ま
る
め
た
り
、
の

ば
し
た
り
し
て
粘
土
の
感
触
を
味
わ

う
。

★
日
時
　
7
月
1
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
12
時

★
場
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
和
室

★
参
加
対
象
　
0
歳
、
1
歳
児

○
ふ
れ
あ
い
遊
び
（
父
親
参
加
）

父
母
、
祖
父
母
等
家
族
の
人
達
を

混
え
て
遊
び
を
楽
し
む
。

★
日
時
　
7
月
10
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
12
時

★
場
所
　

パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
集
団
健
診
指
導
室

★
参
加
対
象
　
0
歳
〜
5
歳
児
・
父

親
、
祖
父
母
大
歓
迎

○
水
遊
び
用
具
を
作
る

水
遊
び
用
具
を
工
夫
し
て
作
る
。

★
日
時
　
7
月
15
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
12
時

★
場
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
和
室

★
参
加
対
象
　
2
歳
〜
5
歳
児
　

○
水
遊
び
用
具
を
作
る

水
遊
び
用
具
を
工
夫
し
て
作
る
。

★
日
時
　
7
月
16
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
12
時

★
場
所
　
小
波
瀬
コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル

★
参
加
対
象
　
0
歳
〜
5
歳
児
　

※
持
参
す
る
も
の
　
水
遊
び
用
具
作

り
に
参
加
の
方
は
、
牛
乳
パ
ッ
ク
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

皿
、カ
ラ
ー
マ
ジ
ッ
ク
ペ
ン（
油
性
）、

ハ
サ
ミ
、
セ
ロ
テ
ー
プ
等

※
7
月
10
日
（
土
）
の
ふ
れ
あ
い
遊

び
は
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
含

め
た
、
家
族
の
人
達
と
一
緒
に
ゲ
ー

ム
遊
び
、
リ
ズ
ム
遊
び
等
体
を
動
か

し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な

内
容
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

来
館
者
ど
な
た
で
も
ご
参
加
下
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

TEL
０
９
３
・
４
３
６
・
５
１
１
５ 

パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ

パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

℡
０
９
３
・
４
３
５
・
３
５
１
５ 

ようこそ！両親学級へ

赤ちゃんをむかえる家族が参
加できる教室です。みんなで一
緒に楽しく赤ちゃんについて考
えてみませんか？皆さんの参加
をお待ちしています！（予約制
ではありません）
1課　助産師さんのお話
「親であるということは・・？」親としての心の準
備・子供を取り巻く環境・母乳育児についての講座です。
★日時　7月7日（水）午前10時～12時

2課　マタニティークッキング（妊娠中の調理実習）
と出産前後の母子保健制度
★日時　7月13日（火）午前10時～12時

3課　赤ちゃんの沐浴（お風呂の入れ方）・お父さん
の妊婦体験・産後の保健
赤ちゃんそっくりの人形でお風呂の入れ方や妊婦体

操を実習します。助産師さんのお話を聞きながら、一
度体験しておけば、本番も不安がすくなくてすみます。
また妊娠シュミレーター（妊婦体験）をお父さんに着
けて頂いて、妊婦さんの生活体験も行います。
★日時　7月17日（土） 午前9時30分～12時
■会場　パンジープラザ
■受付時間　各講座の始まる15分前
■持ってくる物　母子手帳・筆記用具・（2課ではエ
プロン・食材費300円・3課ではズボン又はバスタオ
ルが必要）
■問い合わせ先　健康福祉支援係（パンジープラザ内）

TEL093・436・5115
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母
子
家
庭
等
医
療
証
の
更
新

現
在
お
持
ち
の
母
子
家
庭
等
医
療
証
は
、
7

月
31
日
（
土
）
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。
7

月
12
日
（
月
）
よ
り
更
新
の
受
付
を
し
ま
す
。

8
月
以
降
申
請
さ
れ
た
方
は
、
申
請
さ
れ
た
月

の
１
日
よ
り
有
効
と
な
り
ま
す
。

★
場
所
　
健
康
福
祉
課
　
国
保
医
療
係

★
必
要
な
も
の
　
①
戸
籍
謄
本
（
母
と
子
の
記

載
の
あ
る
も
の
）
②
住
民
票
ま
た
は
外
国
人
登

録
原
本
記
載
事
項
証
明
書（
世
帯
全
員
の
も
の
）

③
所
得
証
明
書
（
平
成
15
年
所
得
平
成
16
年
度

課
税
分
）
※
平
成
16
年
１
月
１
日
現
在
、
苅
田

町
に
居
住
し
申
告
し
た
方
は
不
要
④
児
童
扶
養

手
当
証
書
ま
た
は
遺
族
年
金
証
書
⑤
健
康
保
険

証
⑥
印
鑑
⑦
母
子
家
庭
等
医
療
証
（
旧
）

★
受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜
12
時
、
午
後

１
時
〜
5
時
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

★
問
い
合
わ
せ
先

健
康
福
祉
課
　
国
保
医
療
係

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
1
8
4
8

児
童
扶
養
手
当
を
う
け
て
い
る
方
へ

証
書
は
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
る
資
格
が

あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
で
す
の
で
必
ず
受
領

し
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
証
書
を
他
人

に
譲
り
渡
し
た
り
、
質
に
入
れ
た
り
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

●
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
手
当
て
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
早
急
に
資
格
喪
失
届

け
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。(

資
格
が
無
く
な
っ

た
月
の
翌
月
分
以
降
の
手
当
を
す
べ
て
返
還
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。）

○
婚
姻
の
届
出
を
し
た
と
き

○
男
性
と
同
居
し
た
り
、
ひ
ん
ぱ
ん
に
訪
問
が

あ
る
と
き

子
育
て
講
演
会
・
ウ
ッ
ド
ク
ラ
フ
ト

教
室
を
開
催

◎
清
水
國
明
「
子
育
て
講
演
会
」

★
日
時
　
7
月
4
日
（
日
曜
日
）
午
後
2
時

（
開
会
式
）
午
後
2
時
30
分
（
講
演
会
）

★
場
所
　
苅
田
町
中
央
公
民
館
（
大
ホ
ー
ル
）

★
入
場
料
　
無
料

★
主
催
　
社
会
福
祉
法
人
苅
田
事
業
協
会

★
講
師
　
自
然
暮
ら
し
の
会
代
表
・
遊
び
の
達

人
　
清
水
國
明
氏

★
演
題
　
「
い
い
親
や
め
よ
う
！
子
育
て
が
楽

し
く
な
る
13
の
提
案
」

※
清
水
國
明
さ
ん
の
講
演
中
、
託
児
を
実
施
致

し
ま
す
。
但
し
定
員
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
事

前
に
ご
予
約
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
当
日
受
付

は
致
し
ま
せ
ん
。（
苅
田
町
中
央
公
民
館
１
Ｆ
）

※
託
児
を
ご
希
望
の
方
は
、
傷
害
保
険
に
加
入

し
て
頂
き
ま
す
。（
１
人
50
円
）

※
駐
車
場
は
苅
田
町
役
場
前
の
駐
車
場
を
ご
利

用
下
さ
い
。（
公
民
館
横
の
駐
車
場
は
ウ
ッ
ド

ク
ラ
フ
ト
教
室
開
催
の
為
、利
用
出
来
ま
せ
ん
）

◎
ウ
ッ
ド
ク
ラ
フ
ト
教
室

夏
休
み
の
体
験
を
一
歩
先
取
り
し
ま
せ
ん

か
？
小
枝
や
木
の
実
を
組
合
せ
、
自
然
の
生
き

物
等
を
作
り
ま
す
。（
完
成
し
た
ウ
ッ
ド
ク
ラ

フ
ト
は
作
品
と
し
て
持
ち
帰
り
ま
す
）

★
日
時
　
7
月
4
日
（
日
）
午
後
1
時
〜
4
時

★
場
所
　
中
央
公
民
館
横
駐
車
場

★
講
師
　
自
然
暮
ら
し
の
会
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

★
参
加
対
象
　
苅
田
町
内
小
学
生
（
無
料
）

※
参
加
者
は
傷
害
保
険
に
加
入
し
て
頂
き
ま

す
。（
１
人
50
円
）

■
託
児
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
　

青
い
鳥
保
育
園(

担
当
　
岡
本)

TEL
0
9
3
・
4
3
6
・
0
9
5
3

○
国
外
に
住
所
を
移
す
と
き

○
児
童
を
監
護
、
養
育
し
な
く
な
っ
た
と
き

（
他
に
も
喪
失
理
由
が
あ
り
ま
す
。）

※
手
当
を
受
け
て
い
る
方
の
妊
娠
・
出
産
等
は

受
給
資
格
に
か
か
わ
り
ま
す
の
で
、
窓
口
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※
偽
り
そ
の
他
不
正
に
よ
り
手
当
を
受
け
た
者

は
、
3
年
以
下
の
懲
役
又
は
、
30
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
さ
れ
ま
す
。（
児
童
扶
養
手
当
法
第

35
条
）

※
そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
手
当
証
書
に

書
い
て
い
ま
す
の
で
よ
く
お
読
み
く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
県
　
児
童
家
庭
課

TEL
0
9
2
・
6
4
3
・
3
2
5
9

役
場
　
健
康
福
祉
課
　

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
1
8
4
8

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間

7
月
1
日
か
ら
１
か
月
間
は
、
法
務
省
主
唱

に
よ
る
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間
で

す
。「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
全
て

の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
て
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
気
づ
こ
う
と
す

る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

今
回
の
重
点
目
標
は
「
地
域
活
動
の
推
進
に

よ
る
、
少
年
の
非
行
の
防
止
と
更
生
の
援
助
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

苅
田
町
と
し
ま
し
て
も
月
間
中
、
各
種
団
体

と
の
協
力
の
下
街
頭
啓
発
等
、
諸
行
事
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ
先
　
苅
田
町
役
場
健
康
福
祉
課

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
1
8
4
8

国民年金情報

国民年金制度には、保険料を納めるのが
困難なときのため「免除制度」があります。

★法定免除　
国民年金法で定められた要件に該当する人は、届け

出ると保険料の納付が全額免除になります。届出先は、
お住まいの市区町村役場国民年金担当窓口です。
★申請免除（全額免除・半額免除）
経済的理由などにより保険料を納めるのが困難なと

きには、申請して認められると保険料の納付が免除と
なります。保険料が全額免除される「全額免除」と保
険料の半額を免除し、残り半額を納める「半額免除」
があります。申請先は、お住まいの市区町村役場の国
民年金担当窓口です。
※法定免除、申請免除の対象者等詳しくは下記に問い
合わせください。
★対象となる期間　申請免除の承認機関は7月（また
は申請月の前月）から翌年の6月までです。また前年
の所得を確認する必要があるため、申請は毎年必要で
す。
★問い合わせ先　住民課住民・年金係　

TEL093・434・1833
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平
成
16
年
度

狩
猟
免
許
試
験
及
び
狩
猟
者
講
習
会

◎
狩
猟
者
講
習
会

★
日
時
　
7
月
9
日
（
金
）
午
前
9
時
〜

★
場
所
　
福
岡
県
行
橋
総
合
庁
舎

◎
狩
猟
免
許
試
験
場

★
日
時
　
9
月
3
日
（
金
）
午
前
9
時
〜

★
場
所
　
福
岡
県
行
橋
総
合
庁
舎

受
験
又
は
受
講
希
望
者
は
、
狩
猟
免
許
（
更

新
）
申
請
書
等
を
申
請
者
の
居
住
地
を
管
轄
す

る
農
林
事
務
所
に
、
試
験
ま
た
は
講
習
会
開
催

期
日
の
10
日
前
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
、
県
農
林
事
務
所
総
務
課
ま
た
は

猟
友
会
支
部
に
あ
り
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ
先

役
場
農
政
課
農
政
水
産
係
　

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
1
8
9
3

福
岡
県
農
林
事
務
所
総
務
課

TEL
0
9
3
0
・
2
3
・
0
3
8
0

訪
問
介
護
員
養
成
研
修
2
級
課
程

受
講
生
募
集

★
開
催
期
間
　
7
月
21
日
（
水
）
〜
10
月
19
日

（
火
）
う
ち
24
日
間

★
開
講
場
所
　
行
橋
商
工
会
議
所

★
申
込
対
象
年
齢
　
55
歳
以
上
64
歳
ま
で

★
受
講
料
　
無
料

★
定
員
　
行
橋
・
苅
田
・
豊
津
・
犀
川
・
築
上

西
部
・
豊
前
地
区
か
ら
25
人

※
受
講
申
込
書
は
、
苅
田
町
総
合
福
祉
会
館

（
苅
田
町
尾
倉
4
ー
１
ー
7
）
に
置
い
て
い
ま

す
。
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
て
決
定
と

な
り
ま
す
。
当
選
者
の
み
通
知
い
た
し
ま
す
。

★
申
込
締
切
　
7
月
1
日
（
木
）

★
問
い
合
わ
せ
先
　
苅
田
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
　
TEL
0
9
3
・
4
3
5
・
3
2
2
1

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
ふ
く
お
か
2
0
0
5

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
募
集

★
活
動
内
容
　
県
内
外
で
開
催
さ
れ
る
各
種
イ

ベ
ン
ト
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
に
参
加
す
る
と

と
も
に
、
関
係
機
関
・
団
体
へ
表
敬
訪
問
等
を

行
い
ま
す
。

★
応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
、
平
成
16
年
4
月

1
日
現
在
18
歳
以
上
の
方
（
国
籍
は
問
い
ま
せ

ん
）、
た
だ
し
、
高
校
生
は
除
き
ま
す
。

★
募
集
人
員
　
3
人

★
募
集
締
切
　
7
月
9
日
（
金
）
当
日
消
印
有

効★
活
動
期
間
　

平
成
16
年
9
月
〜
平
成
17
年
11
月

★
問
い
合
わ
せ
先
　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
ふ
く
お

か
2
0
0
5
実
行
委
員
会
事
務
局

TEL
0
9
2
・
6
3
1
・
4
8
1
0

親
子
習
字
教
室
参
加
者
募
集

★
日
時
　
7
月
25
日
・
8
月
1
日
・
8
日
・
29

日
・
9
月
5
日
・
12
日
　
の
各
日
曜
日

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

★
場
所
　
小
波
瀬
コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

2
階
和
室

★
募
集
人
数
　
12
組
（
20
人
〜
24
人
）

★
参
加
資
格
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
祖
父

母
で
も
結
構
で
す
）

★
参
加
費
　
1
組
5
0
0
円
（
半
紙
代
）

★
持
参
す
る
も
の
　
習
字
道
具
（
筆
・
墨
汁
・

す
ず
り
・
下
敷
き
・
文
鎮
・
雑
巾
等
）

★
講
師
　
苅
田
書
道
会

★
申
込
締
切
　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　

苅
田
町
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
文
化
係

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
1
9
8
2

夏
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ャ
ン
プ

野
外
活
動
に
よ
り
自
然
体
験
を
あ
じ
わ
い
、

仲
間
づ
く
り
や
、
キ
ャ
ン
プ
に
関
わ
る
基
礎
を

学
習
し
「
生
き
る
力
」
の
知
恵
と
知
識
を
学
び
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
能
力
を
高
め
る
。

★
日
時
　
7
月
17
日
（
土
）
〜
19
日
（
月
）

★
場
所
　
苅
田
町
等
覚
寺
「
地
区
公
民
館
」

★
対
象
　
中
学
生
、
単
位
子
ど
も
会
育
成
者

★
参
加
費
　
3
0
0
0
円

（
申
込
時
に
徴
収
し
ま
す
。）

★
定
員
　
20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

★
申
込
締
切
　
7
月
10
日

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
苅
田
町
子
ど
も
会

育
成
連
合
会
　
田
口
TEL
0
9
0
・
4
5
8
9
・

3
2
0
0

苅
田
町
中
央
公
民
館
内
第
1
会
議

室
　
TEL
0
9
3
・
4
3
6
・
0
0
6
1
（
内
線

2
9
3
）

禁煙サポート事業を始めます。
この事業は、禁煙を希望する方に対し、京築地区の薬剤

師が禁煙ガムなどを使って禁煙指導を行うものです。「禁煙
したいがやり方が分からない・・・」「禁煙するけど続かな
い・・・」という方、下記薬局薬店で相談してみませんか。

★問い合わせ先　京築保健福祉環境事務所　
TEL0930・23・2379

新津調剤薬局 

中央薬局小波瀬店 
とも調剤薬局 
畑薬局与原店 
安田調剤薬局 

0930・24・6377
0930・25・2076
093・435・1811 
 0930・22・8443
0930・24・4790

要(電話） 

要(電話） 

不要 

不要 

不要 

午後 

午後2～6時 

随時 

随時 

随時 

店　　名 電話番号 予約 時間 

■禁煙サポート実施薬局（苅田町内） 

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及

び
保
全
の
方
針
の
決
定
・
区
域
区

分
の
変
更

平
成
16
年
5
月
17
日
付
け
で
、「
苅
田
都

市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方

針
決
定
」
お
よ
び
、「
苅
田
都
市
計
画
区
域

区
分
の
変
更
」
が
県
知
事
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

区
域
区
分
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
都
市
計

画
法
及
び
建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
に
よ
り

変
更
さ
れ
る
も
の
で
、
現
在
既
に
定
め
ら
れ

て
い
る
区
域
区
分
（
市
街
化
区
域
及
び
市
街

化
調
整
区
域
の
範
囲
）
に
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。な

お
、
都
市
計
画
決
定
の
図
書
は
産
業
建

設
部
都
市
整
備
課
〈
役
場
4
階
〉
で
縦
覧
し

て
い
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ
先

産
業
建
設
部
都
市
整
備
課
都
市
計
画
係

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
6
5
2
1
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野
外
焼
却
の
禁
止
（
野
焼
き
禁
止
）

ゴ
ミ
は
き
ち
ん
と
分
別
し
て
収
集
日
に
出
し

ま
し
ょ
う
。

平
成
13
年
4
月
１
日
か
ら
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
廃
掃
法
）
が
改
正
さ

れ
原
則
、「
野
焼
き
」
と
い
わ
れ
て
い
た
野
外

焼
却
を
行
う
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。（
野

外
焼
却
を
行
っ
た
者
は
3
年
以
下
の
懲
役
、
3

0
0
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。）

一
般
家
庭
に
お
い
て
紙
や
ビ
ニ
ー
ル
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
、
草
刈
後
の
草
木
等
燃
や
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
最
近
は
、
草
刈
後
の
草
木
な
ど
を
燃

や
す
こ
と
に
対
す
る
苦
情
が
役
場
に
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
て
、
住
宅
の
密
集
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
そ
の
ほ
と
ん
ど
で
す
。
草
木
は
家
庭
で
燃
や

さ
ず
、
き
ち
ん
と
分
別
し
て
決
め
ら
れ
た
収
集

日
に
、
決
め
ら
れ
た
場
所
に
少
し
ず
つ
出
す
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ
先
　
苅
田
町
役
場
環
境
保
全
課

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
1
8
3
4

無
料
調
停
相
談
会

ご
遠
慮
な
く
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

★
日
時
　
7
月
13
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

★
場
所
　
行
橋
商
工
会
議
所
（
行
橋
市
中
央
1

ー
9
ー
50
）
TEL
0
9
3
0
・
2
5
・
2
1
2
1

★
相
談
事
項
　
○
金
銭
問
題
○
離
婚
○
交
通
事

故
○
相
続
○
土
地
・
家
屋
問
題
○
家
庭
問
題
の

調
停
○
サ
ラ
金
問
題
○
そ
の
他
一
切
の
調
停
相

談★
問
い
合
わ
せ
先
　

行
橋
調
停
協
会
（
行
橋
市
行
事
1
ー
8
ー
23
）

TEL
0
9
3
0
・
2
2
・
0
0
3
5

第
16
回
小
倉
聾
学
校
夏
期
研
修
講
座

★
日
時
　
7
月
22
日
（
木
）

午
前
9
時
30
分
〜
12
時
30
分

★
会
場
　
福
岡
県
立
小
倉
聾
学
校

（
小
倉
北
区
三
郎
丸
2
ー
9
ー
1
）

★
内
容
　
○
幼
稚
部
、
小
学
部
、
中
学
部
の
公

開
授
業
（
午
前
9
時
30
分
〜
10
時
20
分
）
○
講

演
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
指

導
の
あ
り
方
」
講
師：

国
立
特
殊
教
育
総
合
研

究
所
　
小
田
侯
朗
さ
ん
（
午
前
10
時
50
分
〜
12

時
25
分
）

★
そ
の
他
　
各
自
で
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

★
参
加
費
　
無
料
（
但
し
、
資
料
代
5
0
0
円
）

★
問
い
合
わ
せ
先
　
小
倉
聾
学
校
　

TEL
0
9
3
・
9
2
1
・
3
6
0
0

※６月２８日（月）から受付開始

コーラス教室
― 基礎的な発声を学び、楽しく唱歌や童謡を歌
いませんか。男性大歓迎！ ―
★日時　７月２１日（水）より毎月第１・３水曜
日　全１５回　午後１時３０分～３時３０分
★講師　れいかシスターズ
★定員　２０名

子ども陶芸講座
― 土練りから、色付けまで本物の焼き物体験を
しませんか ―
★対象　小学５年～６年生
★日時　７月２６日（月）・２７日（火）、８月
２日（月）・３日（火）・２４日（火）・３１日（火）
午前９時３０分～１１時３０分　　全６回
★講師　植村順一さん
★定員　１５名
★材料代　３００円
★内容　茶わん・自由作品
（自由作品が決められない人
は、皿づくり）
★持参品　タオル・スポン
ジ・エプロン

子ども絵手紙講座
― 字や絵に自信のない人でもこれなら大丈夫、
気持ちの伝わる絵手紙に挑戦しよう！ ―
★対象　小学４年～６年生
★日時　７月２８日（水）・２９日（木）・３０
日（金）、８月１１日（水）・１２日（木）
午前９時３０分～１１時３０分　全５回

★講師　 山恵子さん
★定員　１５名
★材料代　１００円
★持参品　習字用小筆とすずり、絵具用具一式、
新聞紙、ティシュペーパー、ピーマン１個

申込・問い合わせ 0930・23・8100 
※定員になり次第締め切ります。 

西部公民館 

児
童
手
当
法
の
改
正
に
つ
い
て

○
小
学
校
3
年
生
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
保
護

者
の
方
で
小
学
校
2
、
3
年
生
の
お
子
さ
ん

が
い
る
場
合
は
、
新
規
認
定
請
求
を
し
て
下

さ
い
。

★
持
参
す
る
も
の
　
健
康
保
険
証
（
18
歳
未

満
の
児
童
全
員
の
も
の
）、
申
請
者
名
義
の

銀
行
通
帳
（
郵
便
局
は
除
く
）、
15
年
1
月

2
日
以
降
苅
田
町
に
転
入
の
方
は
、
前
住
所

地
よ
り
14
年
分
の
所
得
証
明
書
、
16
年
1
月

2
日
以
降
苅
田
町
に
転
入
の
方
は
15
年
分
の

所
得
証
明
書
も
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
7
月
10
日
号
に
掲
載
い
た
し

ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
係

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
1
8
4
8
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申込・問い合わせ 093・436・0061 
 ※定員になり次第締め切ります。 

中央公民館 
申込・問い合わせ 0930・23・1000 

 ※定員になり次第締め切ります。 

小波瀬 コミュニティセンター 

申込・問い合わせ 093・434・9000 
 ※定員になり次第締め切ります。 

北公民館 

へ 
行こう 公民館 

申込・問い合わせは直接、各公民館へ 

※ ６月２８日（月）から受付開始

夏休み子ども英語講座（全８回）
★対象　小学１年生～６年生
★日時　７月２２日（木）から８月２３日（月）
までの月曜日と木曜日　７月２２・２６・２９日
８月２・５・９・１９・２３日
●小学１～３年の部　午前１０時～１０時５０分　
●小学４～６年の部　午前１１時～１１時５０分
★ 講師　ジュディ・石田さん
★定員　各１６人
★テキスト代　５００円（前納）
★ 持参品　筆記用具・色えんぴつ（１２色セッ
ト）

※６月２９日（火）から受付開始

夏休み子どもお菓子作り講座
（友だちと一緒にお菓子を作ろう）
★対象　小学４・５・６年生
★日時　７月２８日と８月１１・２５日

いずれも水曜日午前９時３０分～１２時
（全３回）

★講師　森口　睦子さん
★定員　１５名
★材料費　１０００円
（３回分）前納
★持参品　エプロン、き
れいなフキン１枚

パソコン教室／エクセル初級講座
（追加講座に数名分の空きがあります。受付は電
話による先着順とさせていただきます）
★対象　文字入力ができる方
★日時　７月２１日(水)・２２日(木)・２３日(金)

午後６時３０分～午後９時３０分
（全３回）

★講師　加藤　久仁壽さん
★募集人員　若干名
★資料代　１００円
★持参品：筆記用具
※「手軽にできる料理講座」は引き続き募集して
います。詳細については、６月１０日号をご覧く
ださい。

※「小学生ハーモニカ教室」は引き続き募集して
います。詳細については（６月１０日号）をご覧
下さい。
※「手打ちうどん講座」は引き続き募集していま
す。詳細については（６月１０日号）をご覧下さ
い。



16.6.25 �

第
2
回
苅
田
町
ア
ジ
ャ
タ
大

会
参
加
チ
ー
ム
募
集

た
か
が
玉
入
れ
と
あ
な
ど
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
！
つ
い
つ
い
熱
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
よ
！
各
職
場
、
仲
よ

し
グ
ル
ー
プ
等
で
チ
ー
ム
を
つ
く

り
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
当
日
参
加
は
オ
ー
プ
ン
の
み
と
な

り
ま
す
。

☆
日
時
　
7
月
4
日
（
日
）

午
前
9
時
　
開
会
式

☆
場
所
　
苅
田
町
総
合
体
育
館

☆
チ
ー
ム
　
　

・
一
般
の
部
　
１
チ
ー
ム
6
名
（
男

女
問
わ
ず
）
4
・
12
ｍ

・
シ
ル
バ
ー
の
部
　
１
チ
ー
ム
6
名

（
60
歳
以
上
男
女
問
わ
ず
）
3
・
50
ｍ

・
小
学
生
の
部
　
１
チ
ー
ム
6
名

（
小
学
生
男
女
問
わ
ず
）
3
・
50
ｍ

・
チ
ャ
イ
ル
ド
の
部
　
１
チ
ー
ム
6

名
（
小
学
校
3
年
生
以
下
男
女
問
わ

ず
）

2
・
60
ｍ
（
50
個
）

・
親
子
の
部
　
１
チ
ー
ム
6
名
（
大

人
2
人
子
供
4
人
）
3
・
50
ｍ

☆
申
込
方
法
　
6
月
29
日
（
火
）
午

後
5
時
ま
で
に
苅
田
町
体
育
指
導
委

員
事
務
局
（
総
合
体
育
館
内
）
ま
で

参
加
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
必
着
の
こ
と
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
可
。

☆
表
彰
　
各
部
門
1
位
〜
3
位
　

☆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

体
育
指
導
委
員
事
務
局
（
〒
8
0
0

ー
0
3
1
2

苅
田
町
殿
川
町
１
ー

30

苅
田
町
総
合
体
育
館
内)

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
2
4
9
3

FAX
0
9
3
・
4
3
4
・
3
2
8
7

硬
式
テ
ニ
ス
教
室
開
催

以
前
テ
ニ
ス
を
し
て
い
た
け
ど
機

会
・
場
所
が
な
く
な
っ
た
方
、
テ
ニ

ス
に
興
味
が
あ
る
方
、
友
人
同
士
、

親
子
、
経
験
者
、
未
経
験
者
を
問
わ

ず
ど
な
た
で
も
O
K
で
す
。（
町
内

在
住
、
在
職
者
）

☆
期
日
　
6
月
27
日
（
日
）
〜
8
月

1
日
（
日
）
毎
週
日
曜
日
（
5
回
）

※
7
月
18
日
は
除
き
ま
す
。

☆
時
間
　
午
前
10
時
〜
12
時

☆
場
所
　
殿
川
庭
球
場

☆
参
加
費
　
1
人
1
0
0
0
円
（
ボ

ー
ル
・
保
険
料
）
※
6
月
27
日
　
第

1
日
目
に
徴
収
し
ま
す
。

☆
持
参
す
る
も
の
　
ラ
ケ
ッ
ト
・
テ

ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ
・
ス
ポ
ー
ツ
タ
オ

ル
・
飲
料
水

☆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
総
合
体
育
館
内
）

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
2
4
9
3

FAX
0
9
3
・
4
3
4
・
3
2
8
7

※
当
日
受
付
可
能
で
す
。

町
民
プ
ー
ル
開
き

☆
期
日
　
7
月
1
日
〜
8
月
31
日

☆
時
間
　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

☆
料
金
　
一
般
、
高
校
生
60
円
（
団

体
55
円
）
・
中
学
生
30
円
（
団
体
25

円
）
・
小
学
生
以
下
20
円
（
団
体
15

円
）

☆
注
意
と
お
願
い

①
小
学
2
年
生
以
下
の
幼
児
、
児
童

は
15
歳
以
上
の
保
護
者
が
同
伴
し
な

い
と
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

②
伝
染
病
患
者
の
方
は
ご
遠
慮
下
さ

い
。

③
他
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
粗
暴
な
行

為
を
す
る
人
は
、
退
場
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
入
口
正
面
に

掲
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

☆
問
い
合
わ
せ
先
　

体
育
協
会
事
務
局
　
　

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
4
7
2
6

ナ
イ
タ
ー
開
き
記
念

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

☆
日
時
　
7
月
11
日
（
日
）

午
後
4
時
開
会

☆
会
場
　
苅
田
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

☆
種
目
　

一
般
男
女
、
壮
年
の
各
ダ
ブ
ル
ス

☆
申
込
締
切
　
7
月
7
日
（
水
）
午

後
5
時
ま
で
体
育
協
会
事
務
局
へ

☆
問
い
合
わ
せ
先
　

体
育
協
会
事
務
局
　
　

TEL
0
9
3
・
4
3
4
・
4
7
2
6

第
11
回
苅
田
町
野
球
大
会

☆
会
場
　
苅
田
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

①
豊
友
会
②
Ｎ
Ｐ
Ｃ

春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

☆
会
場
　
苅
田
町
総
合
体
育
館

○
一
般
男
子
の
部

①
イ
ン
フ
ィ
ニ
②
新
津
ク
ラ
ブ
③
犀

川
町

○
青
年
女
子
の
部

①
豊
津
フ
レ
ン
ズ
②
新
津
ク
ラ
ブ
③

イ
ン
フ
ィ
ニ

○
マ
マ
さ
ん
の
部

①
ウ
イ
ン
ク
ラ
ブ
②
守
恒
ク
ラ
ブ
③

愛
友
ク
ラ
ブ

SPORTS
スポーツ 

情報 

大会
結果

 

▲優勝　豊友会

▲ママさんの部優勝　ウインクラブ ▲一般男子の部優勝　インフィニ
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伝言コーナー

水曜名画座（一般向け）
～ハリソン・フォードを観る～
7日 今そこにある危機　　　　　　　 141分

監督：フィリップ・ノイス
14日 デビル 112分

監督：アラン・J・パクラ
21日 インディ・ジョーンズ　 126分

レイダース　失われたアーク　　　　
監督：スティーブン・スピルバーグ

28日 インディ・ジョーンズ　　　　　 130分
魔宮の伝説
監督：スティーブン・スピルバーグ

日曜子ども映画会　～クレヨンしんちゃん特集～
4日 クレヨンしんちゃん 93分

ブリブリ王国の秘宝　　　　　　　　
11日 クレヨンしんちゃん 95分

アクション仮面VSハイグレ魔王　　　　
18日 クレヨンしんちゃん 95分

嵐を呼ぶモーレツ！オトナ帝国の逆襲　　　
25日 クレヨンしんちゃん　 98分

アッパレ戦国大合戦　　　　　　　　
夏休み子ども映画会
22日（木）機動戦士ガンダムⅠ 139分

（特別版）
27日（火）機動戦士ガンダムⅡ　　　 134分

（哀・戦士編／特別版）
29日（木）機動戦士ガンダムⅢ 141分

（めぐりあい宇宙編／特別版）

[一般] 原作を読む
たいていのドラマや映画には小説であったり、

マンガであったり、原作が存在します。ドラマや
映画で少し物足りなく感じた作品も、原作を読ん
でその魅力に触れてみてはいかがでしょう。
[児童] 庭のゆかいな仲間たち
なぜか外国の絵本には庭が舞台の話がいくつも
あります。子どものガーデニングから、庭に住ん
でいる（！？）虫や花たち、道具たちが主人公の
作品もあったような……せまい日本の国土ではな
かなかお目にかかれないすてきな庭をのぞいてみ
ませんか？

図書館情報

木曜日と金曜日は午後8時までご利
用できます。

第7回「夢・ふれあい」夏まつり
★日時　7月10日（土）午後5時～8時
★場所　苅田町総合保健福祉センター「パンジープラ
ザ」ふれあい広場
★内容　模擬店、フリーマーケット、イベント、

抽選会、その他
★主催　苅田町ボランティア連絡協議会
★問い合わせ先　苅田町ボランティア連絡協議会事務局

TEL093・434・3776
※雨の場合でも実施致します。

整体体操のご案内
健康な體（からだ）づくりをお勧めします。どうぞ

御参加ください。
★日時　毎月第4金曜日　午前10時～12時
★会場　小波瀬コミュニティセンター
★内容　①整体体操②季節の体操③呼吸法④日常に活
かせる簡単な整体法⑤その他（體についての質問等）
★会費　2000円（資料含）
★問い合わせ先　小原　TEL093・471・8134

書道教室秋桜会生徒募集
封筒の表書、俳句、結婚式の記帳など実用書道を一

緒にやりませんか。
★日時　水曜日（月3回）午後１時30分～3時30分
★場所　小波瀬コミュニティセンター
★問い合わせ先　白石　TEL093・434・4821

第5回地域交流納涼会
「苅田学園なんだかんだ祭り」ボランティア募集
★日時　8月7日（土）午後3時より終了まで
★場所　苅田学園園庭
★内容　露店、利用者対応、駐車場係、その他
★問い合わせ先　苅田学園祭り実行委員
（〒800－0337 苅田町大字稲光1248－1）
TEL0930・23・8346

苅田町母子寡婦福祉会総会
★日時　7月4日（日）午前10時～
★場所　パンジープラザ　大研修室
★問い合わせ先　苅田町社会福祉協議会

TEL093・434・3641

7月の映画会
（午後2時～AVホール）

特設コーナー

緑の募金ありがとうございました。

5月27日、エル苅田
前で恒例の街頭募金が行
われました。今年も多く
の方にご協力していただ
きました。集った募金は
町の緑化に役立てていき
ます。

図書館　 TEL093・436・0946



■社協法律相談
★日時　7月5日（月）午後1時30分～4時30分　★
場所 パンジープラザ　★相談員　弁護士　※電話予約
制で6月28日（月）午前8時30分から受付　先着8人
苅田町社会福祉協議会（TEL093・434・3641）
■社協心配ごと相談
★日時　7月6（火）、13（火）、20（火）、27日（火）
午前10時～午後3時　★場所　パンジープラザ　★相
談員　民生児童委員、人権擁護委員、行政・母子・婦
人各相談委員※当日電話相談も受け付けます
（TEL093・434・3647）
■身体障害者心配ごと相談
★日時　7月6日（火）午後１時30分～4時　★場所
パンジープラザ　★相談員　苅田町身体障害者相談員
3人※当日電話相談も受け付けます。
（TEL093・434・3647）
■社協介護ホッと相談
★日時　7月3日（土）午前10時～12時　★場所　パ
ンジープラザ　★相談員　介護体験者 ※痴呆を考える
会「さくら」つどいと同時開催
■社協障害者生活支援相談
★日時　7月23日（金）午前10時～12時　★場所
パンジープラザ　★相談員　苅田町社協あんしんセン
ター担当職員　★問い合わせ先　苅田町社会福祉協議
会（TEL093・434・3641）
■苅田町社協ふくし何でも相談会
★日時　7月16日（金）午前10時～午後1時　★場所
エル苅田店内（リカーシヨップさくら横） ★相談員
苅田町社協あんしんセンター担当職員　★問い合わせ
先　苅田町社会福祉協議会（TEL093・434・3641）
■京築地区福祉人材バンク職業紹介
★日時　7月20日（火）午前10時～12時　★場所
パンジープラザ　★問い合わせ先　京築地区福祉人材
バンク(TEL0930・23・8495）
■弁護士による無料法律相談
★日時　7月6日（火）午後1時～4時　★受付　当日
の午前9時から電話で予約（先着6人まで） ★場所
福岡法務局行橋支局相談室(行橋市大橋2丁目22－10）
★相談内容　法律問題全般　★問い合わせ・予約先
福岡法務局行橋支局（TEL0930・22・0476）
■福岡県巡回交通事故相談
★日時　7月26日（月）午前10時～午後4時（受付は
午後3時まで） ★行橋市総務課広報広聴係（行橋市
中央1丁目1－1） ★常設・福岡県交通事故相談所
（TEL092・643・3168）
■行政相談
★日時　7月27日（火）午後１時30分～4時　★場所
三原文化会館　★内容　役所の仕事についての苦情・
相談　★相談員　木谷禮子さん
■苅田商工会議所における出張年金相談
★日時　7月21日（水）午前１0時～午後3時　
★場所　苅田商工会議所　★問い合わせ先　小倉南社
会保険事務所（TEL093・471・8866）

※母子健康手帳を持参してください 
※問い合わせ先　パンジープラザ  TEL０９３・４３６・５１１５ 

集団予防接種　受付 午後１時30分～2時 
　　　種　類　　　　　日　程　　　　　会　場　　　　　
　ツベルクリン　　7月  14日（水） 西部公民館  　

 （判定・ＢＣＧ）   （16日（金）） 
 
乳幼児相談　受付 午前９時３０分～１０時 
　　相 談 名　　 　　  日　程　　　　　会　場 
赤ちゃん健康相談　7月  6日（火）　パンジープラザ 
 
乳幼児健診　受付 午後１時３０分～２時会場 パンジープラザ　　
健 診 名　　　　　日　程　　　　　対　象 
4か月児健診　　　 7月　 7日（水）Ｈ16.     2月生まれ 
7か月児健診　　　　　  13日（火）Ｈ15.  11月生まれ 
１歳6か月児健診　　　  21日（水）Ｈ14.  12月生まれ 
3歳児健診　　　　　　  28日（水）Ｈ13.    6月生まれ 

 

 

役場代表番号（案内） 
TEL ０９３・４３４・１１１１ 
FAX ０９３・４３６・３０１４ 
ホームページ 
http://www.town.kanda.lg.jp

広報かんだ　 
発行／苅田町 
編集／情報政策室おしらせ係 
〒800-0392 
苅田町富久町１丁目19番地１ 
TEL０９３・４３４・１９２１ 

人のうごき
（5月末現在）
出生　 28人
死亡 21人
転入 146人
転出　　119人
人口 34,963人
男 17,108人
女 17,855人

世帯数13,762世帯
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■補聴器相談
★日時　7月13日（火）、20日（火）、27日（火）午後3時～3時30分（2週
目は午後3時～4時）
★場所　パンジープラザ　
★問い合わせ先パンジープラザ　（TEL093・436・5115）
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し
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当
日
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い
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く
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で
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に
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が
、
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が
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く
初
夏
の
由
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を
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し
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な
お
、
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は
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